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ｃ　バンクーバー：  在バンクーバー総領事、
日加タイムス

ｄ　ワシントンＤ．Ｃ．：駐米大使

エ　総評
知事自らが団長となるキャラバン活動のた

め、多くの県人会員に説明会に参加していた
だくことができ、大会の効果的なＰＲができ
た。説明会では、大会やイベントについての
具体的な質問なども多く、県人会員の熱意が
感じられた。また、在外公館や姉妹都市の首
長訪問で、現地社会と沖縄との深いつながり
があることを実感した。

（６）空港歓迎式

大会を前に沖縄に到着した海外参加者団体のう
ち、ハワイ団、ブラジル団に対して歓迎式を行っ
た。県内から集まった方々が横断幕を掲げ、「おか
えりなさい」や「ようこそ」の声を掛けるなどし
て温かく出迎えた。式においては、浦崎副知事が
歓迎の挨拶を述べ、各団体の代表者から挨拶を頂
き、ミス沖縄から花束の贈呈を行った。海外参加
者と県内の親戚らが久々に再会して言葉を交わし、
抱擁する光景が見られ、喜びに満ちた雰囲気に包
まれた。

ａ　ハワイ沖縄県人会連合会会長ら団体３０５人
日時　平成２８年１０月２４日（月）１８：３０〜１９：００
場所　那覇空港国際線ターミナル

ｂ　ハワイ州知事デービッド・イゲ氏一行
日時　平成２８年１０月２４日（月）２１：３０〜２２：００
場所　那覇空港国内線ターミナル

ｃ　ブラジル沖縄県人会会長ら団体２５人
日時　平成２８年１０月２５日（火）１３：３０〜１４：００
場所　那覇空港国内線ターミナル

５　大会開催までの経緯
２０１５年（平成２7年）
４月〜９月　第６回大会の基本方針策定のため、

海外県人会長や新ウチナー民間大使、
市町村、留学生等へのアンケート、有
識者ヒアリングの実施

５月２６日　第６回世界のウチナーンチュ大会第１
回実行委員会準備幹事会開催

６月１２日　第６回世界のウチナーンチュ大会実行
委員会発足（第１回実行委員会開催）。
同事務局を文化観光スポーツ部観光政
策課内に設置

６月１８日　「移民の日交流会」で大会ＰＲ
７月１日〜３１日　マスコットキャラクター、テー

マソング公募の実施
　　９日〜１４日　ハワイ沖縄姉妹提携３０周年記念

式典・ハワイ沖縄センター２５周年記念
式典における第６回世界のウチナーン
チュ大会のＰＲ（ハワイ）

８月２日〜８日　ウチナージュニアスタディーの
実施

　　１０日〜２５日　海邦養秀ネットワーク構築事業
の実施（ドイツへ派遣）

　　２７日　マスコットキャラクター選定委員会の
開催

９月１日　テーマソング選定委員会の開催
　　１０日〜１５日　第４回世界若者ウチナーンチュ

大会フィリピン２０１５への支援及び第６
回世界のウチナーンチュ大会のＰＲ
（フィリピン）

１０月３日　「第１３回全国沖縄県人会交流会」におけ
る大会のＰＲ（東京）

　　１０日　マスコットキャラクター、テーマソン
グ最優秀作品表彰式・発表会の実施（那
覇大綱挽きまつり奥武山公園内ＲＢＣ
市民フェスティバルステージ）

　　２０日　第６回世界のウチナーンチュ大会イベ
ント等委託業務及び県民周知業務委託
企画提案公募開始

　　２２日　第２回幹事会開催
　　２７日　第２回実行委員会開催、１年前残暦板

除幕
　　２９日　第６回世界のウチナーンチュ大会イベ

ント等委託業務及び県民周知業務委託
企画提案説明会開催

１２月２日　第６回世界のウチナーンチュ大会イベ

ント等委託業務及び県民周知業務委託
企画提案審査会実施

４日　レッツスタディ！ワールドウチナーン
チュ事業企画提案説明会開催

３日　第６回世界のウチナーンチュ大会イベ
ント等委託業務及び県民周知業務委託
企画提案審査会結果通知

７日　協同組合沖縄産業計画と第６回世界の
ウチナーンチュ大会平成２７年度イベン
ト等委託業務契約を締結

８日　（株）アドスタッフ博報堂と第６回世界
のウチナーンチュ大会平成２７年度県民
周知委託業務契約を締結

１５日　しまくとぅば語やびら世界大会運営共
同企業体と「しまくとぅば世界大会（仮
称）」開催業務委託契約を締結

１６日　テーマソングの県庁内放送開始
２４日　レッツスタディ！ワールドウチナーン

チュ事業企画提案審査会実施
２６日〜１月２５日　大会のぼり旗の掲出（沖縄

自動車道各料金所付近、沖縄セルラー
スタジアム周辺）

２８日〜２月１日　第６回世界のウチナーン
チュ大会キャッチフレーズ、シンボル
マーク公募の実施

２０１６年（平成２８年）
１月５日　特定非営利活動法人沖縄ＮＧＯセン

ターと平成２７年度「レッツスタディ！
ワールドウチナーンチュ」事業委託契
約締結

　　１６日　「北米県人会２０１６年新年会」における大
会のＰＲ（ロサンゼルス）

　　２０日　レッツスタディ！ワールドウチナーン
チュ事業がスタート

２月１日　大会公式ホームページ開設（http://
wuf２０１６.com）

　　３日〜１４日　南米キャラバン（安慶田副知事、
前田部長ほか４名）派遣

　　１１日　在サンパウロ日本国総領事館総領事あ
て査証発給の協力依頼（文書手交）

　　２８日　「沖縄市国際交流フェスティバル」にお
ける大会のＰＲ（沖縄市）

　　２９日　沖縄防衛局へ那覇港湾施設の臨時駐車
場としての立ち入り許可要請文書送付

３月２日　キャッチフレーズ、シンボルマーク選
定委員会の開催

　　６日　「世界のminiminiママまつりin琉球」に
おける広報（北中城村）

３月１１日〜４月４日　第６回世界のウチナーン
チュ大会連携イベント募集

　　２５日　キャッチフレーズ、シンボルマーク最
優秀賞表彰式及び公表

４月１日　大会事務局が観光政策課から交流推進
課に移管

　　１１日　第６回世界のウチナーンチュ大会公式
ポスター決定（３種類）

　　１５日　平成２７年度決算案の監査
　　１９日　第３回幹事会を開催
　　２６日　第３回実行委員会を開催
　　 〃 　県内主要観光施設へ海外参加者に対す

る施設利用の無料又は割引等の優遇措
置を依頼（文書）

５月９日〜１８日　北米キャラバン（翁長知事、前
田部長ほか３名）派遣

　　１６日　沖縄県旅行・観光事業協同組合と第６
回世界のウチナーンチュ大会県外・海
外参加者登録・管理及び輸送・宿泊調
整委託業務契約を締結

　　２０日　海外県人会あてに大会参加者リストの
とりまとめを依頼（文書）

　　２４日　協同組合沖縄産業計画と第６回世界の
ウチナーンチュ大会平成２８年度イベン
ト等委託業務契約を締結

　　 〃 　特定非営利活動法人沖縄ＮＧＯセン
ターと平成２８年度「レッツスタディ！
ワールドウチナーンチュ」事業委託契
約締結

　　２６日　県内市町村、国際交流団体、宿泊施設
及び輸送関係者に対する説明会の開催

６月１日　外客インバウンド連絡会での広報・協
力依頼（本島南部地域）

　　３日　外客インバウンド連絡会での広報・協
力依頼（本島北部地域）

　　１７日　海外県人会、県内国際交流関係団体、県
内市町村あて、海外功労者及び次世代
代表の推薦を依頼（文書）

　　１８日　移民の日交流会での大会ＰＲ（てんぶ
す那覇）

　　２５日　うたの日コンサートでの大会ＰＲ（嘉
手納町兼久海浜公園）

　　２８日　国内県人会、ＷＵＢ国内支部あてに大
会参加者リストのとりまとめを依頼
（文書）
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７月１日　連携イベント審査結果通知
　　１４日　外務省、法務省入国管理局へ査証発給

への協力依頼（文書）
　　１８日　県民周知イベントの実施（サンエー西

原シティ）
　　１９日　１００日前ランチタイムミニコンサート

（県庁１階県民ホール）
　　３０日　名護夏まつりにおけるブース出展およ

びステージイベントの実施（名護漁港）
　　３１日〜８月６日　ウチナージュニアスタ

ディー２０１６の実施
８月１日　大会ホームページにおいて、開・閉会

式一般参加者申込み受付を開始
　　５日　第４回幹事会を開催
　　６日　一万人のエイサー踊り隊前夜祭ステー

ジ（那覇市）でウチナージュニアスタ
ディ参加者がエイサーを披露し、大会
のＰＲを行った。

　　１２日　第４回実行委員会を開催。第６回世界
のウチナーンチュ大会実施本部を設置

　　１６日〜３１日　海邦養秀ネットワーク構築事業
の実施（ペルー派遣）

　　１８日　特別招待者（次世代代表、海外功労者）
選定委員会の開催

　　２２日　第１回クリーンアップ運動を実施
　　２６日　動員職員に係る各部局主管課長説明会

を開催
　　２７日　琉球新報紙面において、県民へ大会開・

閉会式観覧者募集の告知
　　 〃 　県民周知イベント（北中城村イオン

モール沖縄ライカム・沖縄市コザ運動
公園オリオンビアフェスタ会場）の実
施

９月７日　沖縄タイムス紙面において、県民へ大
会開・閉会式観覧者募集の告知

　　９、２７日　在フィリピン日本国大使あて査証
発給のための招へい理由書を送付（文
書）

　　２１日　出入国関係機関及び県内観光施設、輸
送・宿泊施設へ海外参加者パスの図柄
を報告（文書）

　　２６日　在ペルー日本国大使あて査証発給のた
めの招へい理由書を送付（文書）

　　２７日　第２回クリーンアップ運動「大会１ヶ
月前クリーンアップ運動」を実施（沖
縄セルラースタジアム那覇、奥武山公
園周辺）

１０月７日　第６回世界のウチナーンチュ大会プロ
グラム三線一斉演奏参加者募集記者会
見実施

　　１１、１２日　大会ボランティア・動員職員説明
会を開催

　　１７日　豊見城警察署を訪問し、大会への協力
依頼及び警備上のアドバイスを受ける。

　　２４日　空港歓迎式（ハワイ）を実施
　　２５日　空港歓迎式（ブラジル）を実施

６　事業収支

（１）平成２7年度　第６回世界のウチナーンチュ大会実行委員会　歳入歳出決算書

①　歳入の部 （単位 : 円）

科　　目 当初予算額
a

流用後予算
c＝a＋b

決算額
d

増減額
e＝d−c 説　　明

負担金 24,000,000 24,000,000 24,000,000 0 県負担金
寄付金 1,000 1,000 0 ▲1,000
協賛金 1,000 1,000 0 ▲1,000

計 24,002,000 24,002,000 24,000,000 ▲2,000

②　歳出の部 （単位 : 円）

科　　目 当初予算額
a

流用額
b

予算現額
c＝a＋b

決算額
d

予算残額
e＝c−d 説　　明

報酬 0 0 0
共済費 150,000 ▲50,000 100,000 96,409 3,591
賃金 900,000 ▲310,000 590,000 583,324 6,676
報償費 0 904,000 904,000 818,800 85,200
　報償金 0 354,000 354,000 268,800 85,200 各選定委員に対する報償金に

係る費用

　賞賜金 0 550,000 550,000 550,000 0 各公募入賞作品に対する賞賜
金費用

旅費 4,765,000 2,150,000 6,915,000 6,849,829 65,171
　普通旅費 169,000 ▲53,240 115,760 115,760 0
　費用弁償 0 603,240 603,240 593,779 9,461 南米キャラバンを実施したこ

とによる費用の増

　特別旅費 4,596,000 1,600,000 6,196,000 6,140,290 55,710 南米キャラバンを実施したこ
とによる費用の増

需用費 1,523,000 986,000 2,509,000 2,420,067 88,933
　食糧費 311,000 ▲300,000 11,000 6,480 4,520
　消耗品費 472,000 465,000 937,000 932,408 4,592
　印刷製本費 600,000 921,000 1,521,000 1,481,179 39,821 広報ツール印刷に係る費用の

増

　修繕費 140,000 ▲100,000 40,000 0 40,000
役務費 793,000 542,000 1,335,000 1,279,667 55,333
　通信運搬費 483,000 ▲171,600 311,400 289,995 21,405
　広告料 0 453,600 453,600 453,600 0 大会テーマソング、キャラク

ター公募に係る新聞広告費用

　手数料 10,000 60,000 70,000 36,072 33,928
　筆耕翻訳料 300,000 200,000 500,000 500,000 0
委託料 15,005,000 ▲4,262,000 10,743,000 10,742,013 987
使用料及び賃借料 673,000 210,000 883,000 873,906 9,094
備品購入費 193,000 ▲170,000 23,000 22,680 320

計 24,002,000 0 24,002,000 23,686,695 315,305

歳入決算総額（a） 24,000,000
歳出決算総額（b） 23,686,695
次年度繰越額（c）＝（a）−（b） 313,305
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（２）平成２８年度　第６回世界のウチナーンチュ大会実行委員会　歳入歳出決算書

②　歳出の部 （単位 : 円）

科　　目 当初予算額
a

9月補正額
b

3月補正額
c

予算現額
d=a+b+c

決算額
e 説　明

報酬 7,115,000 1,200,000 ▲115,271 8,199,729 8,199,729 嘱託員、非常勤給与

共済費 1,319,000 60,000 ▲4,201 1,374,799 1,374,799 嘱託員、非常勤社会保険料

報償費 990,000 240,000 ▲38,828 1,191,172 1,191,172
　報償金 90,000 200,000 ▲3,000 287,000 287,000 イベント講師謝礼金等

　賞賜金 900,000 40,000 ▲35,828 904,172 904,172 海外功労者等記念品代等

旅費 26,923,000 ▲9,600,000 ▲495,539 16,827,461 16,827,461
　普通旅費 574,000 ▲500,000 ▲74,000 0 0
　費用弁償 1,323,000 0 ▲43,297 1,279,703 1,279,703 海外参加者等派遣費

　特別旅費 25,026,000 ▲9,100,000 ▲378,242 15,547,758 15,547,758 特別招待者旅費

需用費 4,819,305 1,000,000 ▲258,958 5,560,347 5,560,347
　食糧費 30,000 20,000 ▲2,622 47,378 47,378 ＶＩＰ等接遇お茶代等

　消耗品費 2,791,305 370,000 ▲84,884 3,076,421 3,076,421 事務用品

　印刷製本費 1,998,000 600,000 ▲166,154 2,431,846 2,431,846 コピー代、封筒印刷代等

　燃料費 0 10,000 ▲5,298 4,702 4,702 ガソリン代

役務費 4,062,000 0 ▲895,298 3,166,702 3,166,702
　通信運搬費 2,440,000 0 ▲529,888 1,910,112 1,910,112 郵便料

　手数料 672,000 0 ▲341,060 330,940 330,940 郵便為替手数料等

　筆耕翻訳料 900,000 0 ▲18,418 881,582 881,582 リーフレット翻訳料等

　火災保険料 10,000 0 ▲3,840 6,160 6,160 ボランティア保険料等

自動車損害保険料 40,000 0 ▲2,092 37,908 37,908 レンタカー保険料

委託料 214,667,000 53,400,000 2,177,046 270,244,046 270,244,046 大会実施事業委託費、レッツスタディ！
ワールドウチナーンチュ事業委託ほか

使用料及び賃借料 11,421,000 ▲3,300,000 ▲14,381 8,106,619 8,106,619 会場使用料

負担金、補助及び交付金 19,000,000 ▲2,000,000 ▲185,470 16,814,530 16,814,530 共催、 連携イベント補助金

計 290,316,305 41,000,000 169,100 331,485,405 331,485,405

①　歳入の部 （単位 : 円）

科　目 当初予算額
a

9月補正額
b

3月補正額
c

予算現額
d=a+b+c

決算額
e 説　明

負担金 290,000,000 1,000,000 0 291,000,000 291,000,000 県負担金、（財）国際交流・人
材育成財団負担金

協賛金 1,000 32,400,000 103,800 32,504,800 32,504,800 協賛金収入（111団体）

諸収入 1,000 7,600,000 66,300 7,667,300 7,667,300 うまんちゅ大交流祭に係る出店料

繰越金 313,305 0 0 313,305 313,305
寄付金 1,000 0 ▲1,000 0 0
計 290,316,305 41,000,000 169,100 331,485,405 331,485,405

歳入決算総額（a） 331,485,405
歳出決算総額（b） 331,485,405
次年度繰越額（c）＝（a）−（b） 0
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（２）基本的考え方

大会の規模が大きいこと及び国内外のＶＩＰ対
応、海外県人会等との連携等が必要となることか
ら、県職員を主体とした「第６回世界のウチナー
ンチュ大会実施本部」を、平成２８年８月１２日に設
置した。
実施本部は、部及び班で構成し、既存の実行委

員会事務局の体制を踏まえた機能型の組織とした。
指揮系統は本部長（知事）、副本部長（副知事ほか
１１名）、統括部長（文化観光スポーツ部長）、統括
次長（文化観光スポーツ部文化スポーツ統括監）、
接遇対策官（文化観光スポーツ部交流推進課長）、
事務局長（交流推進課副参事）、事務局次長（１
名）、部・班（４部６班）とした。

（３）動員体制について

各部長・班長については、事務局職員で対応し
た。その他班員については県各部局及び委員会の

職員を動員した。ただし、接遇班接伴係員につい
ては、ＶＩＰの接遇であるため、課長クラスを充
てた。
大会開催期間中の動員数及び大会前に配置され

た空港インフォメーション係員数を合わせた動員
総数は７２２名となり、その他約５００名のボランティ
アが大会の運営に協力した。

２　総合案内
大会の総合窓口として沖縄セルラースタジアム那

覇においてスタジアム入口付近に総合案内を設置し、
各種情報の提供、拾得物・遺失物の管理・届け出、車
椅子の貸し出しなどを行い、スムーズな大会運営を
図った。

（１）拾得物・遺失物

総合案内において、拾得物台帳、遺失物台帳を
作成し、管理を行った。

（２）車椅子の貸し出し

豊見城市社会福祉協議会からご協力頂き借り受
けた車椅子５台を、総合案内において貸し出し、台
帳により管理した。

沖縄セルラースタジアム那覇

　 10月27日（木） 10月28日（金） 10月29日（土） 10月30日（日） 計

拾得物届出件数 31 8 6 38 83

遺失物届出件数 12 1 1 10 24

　 10月26日（水） 10月27日（木） 10月28日（金） 10月29日（土） 10月30日（日） 計

車椅子貸出件数 5 5 1 5 7 23

沖縄セルラースタジアム那覇

１　組織・体制

（１）第６回世界のウチナーンチュ大会実施本部組織図（H２８. ８. １２〜）
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３　交通・輸送・警備対策

（１）交通・輸送関係

海外参加者は、沖縄県バス協会および沖縄都市
モノレールの御協力により本島内は路線バスを無

料で利用できたほか、ゆいレールの１日乗車券引
換券を配布した。
また、県民を含む大会参加者がメイン会場での
式典や主催イベントのほか、各連携イベントや関
連イベント会場への移動をスムーズに行えるよう
各会場間を結ぶシャトルバスを運行した。

（２）臨時駐車場

今大会では、臨時駐車場として沖縄セルラース
タジアム那覇に隣接する那覇軍港を利用し、車で
来場する一般県民やイベントへ出演する団体用の
駐車場を確保することができた。

（３）警備関係

警備については、民間警備会社に業務を委託し、
１０月２６日の国際通りでのパレード、１０月２０日〜１１
月２日の会場の夜間警備、大会開催中のメイン会
場である沖縄セルラースタジアム那覇、セルラー
パーク及びその周辺における、交通警備、雑踏警

備、巡回警備、夜間警備を行うとともに、臨時駐
車場における誘導を行った。
豊見城警察署に事前に、期間中の周辺パトロー
ルの強化を依頼するとともに、雑踏や交通混雑を
避けるための誘導のアドバイス、及び県知事をは
じめ要人の警護のアドバイスを受け、制服警備員
を式典会場内へ配置した。

日 運 行 ル ー ト 運 行 時 間

10月27日（木）
セルラースタジアム〜博物館〜首里城 ９：00〜18：00

セルラースタジアム〜臨時駐車場（那覇軍港） ９：00〜22：20

10月28日（金）

セルラースタジアム〜博物館 ９：00〜22：30

セルラースタジアム〜コンベンションセンター 16：30〜22：30

セルラースタジアム〜臨時駐車場（那覇軍港） ９：00〜21：00

10月29日（土）

セルラースタジアム〜国立劇場 13：00〜16：30

セルラースタジアム〜コンベンションセンター 13：00〜22：30

セルラースタジアム〜博物館〜首里城 ９：00〜21：30

セルラースタジアム〜臨時駐車場（那覇軍港） ９：00〜22：00

10月30日（日）

セルラースタジアム〜国立劇場 13：00〜16：30

セルラースタジアム〜博物館 ９：00〜19：00

セルラースタジアム〜臨時駐車場（那覇軍港） ９：00〜23：00

５　接遇関係

（１）ＶＩＰ待遇

ハワイ州デービッド・イゲ知事、駐日ベネズエ
ラ・ボリヴァル共和国セイコウ・ルイス・イシカ
ワ・コバヤシ大使、ハワイ州マウイ郡アラン・ア
ラカワ郡長について、県内滞在中に接伴係員を配
するとともに、必要に応じて車両の手配を行った。
開会式、閉会式については、必要に応じて国際

交流員等の通訳を配置し、控室ではボランティア
による湯茶接待を行った。

（２）受付

海外参加者に記念品を渡すため、開会式の時に
各言語別（英語圏、スペイン語／ポルトガル語圏）
に分けて受付を行った。各テントに通訳ボラン
ティアを配置したため、円滑に対応することがで
きた。
国内招待者、国内参加者（国内県人会など）、県

人会以外の参加者（県内・国内・海外）について
は、電子申請の登録完了フォーム（紙、スマート
フォン画面）、はがきの提示や、事前に配布した開
会式・閉会式のチケットによって受付を行った。

（３）式典案内

開会式における招待者の座席は、グラウンド上
ステージ前の来賓等の指定席を特定するとともに、
招待区分毎のブロック指定とし、到着順にご案内

したところ、ほぼ空席無く整理することができた。
海外参加者の座席は、サインにより案内表示等を
行うとともに、通訳及び誘導スタッフを適宜配置
して対応した。
閉会式については、一部来賓等の指定席を除き、

海外・県外・県内を問わず自由席とし、参加者同
士の活発な交流を図った。

（４）県人会の知事表敬

大会に際して来県したハワイ州知事、駐日大使、
及び海外県人会長が、大会実行委員長である翁長
県知事を表敬訪問した。
【表敬訪問日程】
１０月２６日（水）
○ハワイ州知事　  デービッド・イゲ 氏
○ハワイ沖縄連合会　  会長　山本トム 氏

１０月２７日（木）
○ボリビア沖縄県人会　  会長　知念　良信 氏
○駐日ベネズエラ・ボリヴァル共和国特命全権大使
  セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ 氏
○カナダ沖縄県人連合会　
  会長　奥間　トーマス 氏
○ペルー沖縄県人会　
  会長　アルトゥーロ・ヤラ 氏
○北米沖縄県人会　  会長　國吉　信義 氏
○アルゼンチン沖縄県人連合会　
  会長　玉城　智 氏
○ワシントンＤＣ沖縄会　
  会長　アサト　逸子 氏

４　救護対策
救急処置及び急病等の対応に当たる救護班員の配

置については、県立南部医療センター・こども医療
センター、県立中部病院に看護師の派遣を依頼し、協
力を頂いた。

配置期間：平成２８年１０月２６日（水）〜３０日（日）　
　　　　　８：００〜２１：００
配置場所：  国際通りてんぶす前広場本部テント内、

沖縄セルラースタジアム那覇内医務室
配置状況：看護師　１〜２名
処理状況：下記のとおり

10月26日（水） 10月27日（木） 10月28日（金） 10月29日（土） 10月30日（日） 計

患者処置人数 1 8 0 0 13 22

うち救急搬送件数 0 0 0 0 1 1

うち入院件数 0 0 0 0 1 1
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１　第６回世界のウチナーンチュ大会スケジュール ２　イベント一覧
（１）プレイベント
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①
レッツスタディ！
ワールドウチナー
ンチュ

日　時：平成２８年１月５日〜平成２９年２月２８日
場　所：県内小学校、中学校、高等学校、大学等
概　要：大会期間前後は、県内の学校を中心に、移民の歴史、県系人の移住

地での生活・文化に関する出前講座を行い、国際理解を深めてい
く。大会期間中は、学校で県系人と児童生徒の交流会を開催する。

② ウチナージュニア
スタディ事業

日　時：平成２８年７月３１日（日）〜８月６日（土）　７日間
場　所：県内各地
概　要：海外県系人子弟と、県内の同世代の青少年がともに生活をしながら

沖縄の歴史や文化、自然などについて学習することで、母県・沖縄
への理解と絆を深める。

③ 海邦養秀ネット
ワーク構築事業

日　時：平成２８年８月１６日（火）〜８月３１日（水）
派遣先：ペルー共和国
概　要：県内の若者を海外県人会の家庭へホームステイ派遣する。現地の暮

らしを体験し、県系人との交流を通して異文化への理解を深め、ウ
チナーネットワークを担う次世代の人材育成を図る。

④
第５回世界若者ウ
チナーンチュ大会
沖縄・２０１６

日　時：平成２８年１０月２０日（木）〜２３日（日）
場　所：西原町　さわふじ未来ホール他
概　要：第５回世界のウチナーンチュ大会を機に発足した「世界若者ウチ

ナーンチュ連合会」により、世界各地で毎年開催されてきた「世界
若者ウチナーンチュ大会」を、ここ沖縄で開催する。これまでに形
成されたウチナーネットワークを最大限に活用し、「ウチナーネッ
トワークの拡大と発展」「地域に目を向けるアクティブな若者の創
出」を目指す。

（２）式典イベント

① 前夜祭パレード

日　時：平成２８年１０月２６日（水）　１５：１５〜１７：３０（受付　１３：００）
場　所：集合場所：壷屋小学校運動場国際通り、さいおんスクエア前、県庁

前広場、パレットくもじ前広場等
概　要：開会式前日、世界各国の民族衣装や揃いの衣装に身を包んだ世界の

ウチナーンチュによる凱旋パレード。マーチングバンドや民族音楽
のリズムに合わせて国際通りを練り歩く。

② 知事招宴

日　時：平成２８年１０月２６日（水）　１９：００〜２０：３０
場　所：ANAクラウンプラザホテル　沖縄ハーバービュー
概　要：大会参加者の歓迎レセプション（主催者あいさつ、来賓あいさつ、

乾杯のあいさつ、アトラクション等）

③ 海外功労者等
表彰式

日　時：平成２８年１０月２７日（木）　１０：００〜１２：００
場　所：沖縄県庁４階　講堂
概　要：第６回世界のウチナーンチュ大会で海外功労者に対し表彰状、ウチ

ナー社会の将来を担う次世代代表に認証状、海外県人会へ日頃の活
動に対する感謝状、新認証ウチナー民間大使に認証状を贈呈する。

④ 開会式

日　時：平成２８年１０月２７日（木）　１７：００〜２０：００
場　所：沖縄セルラースタジアム那覇
概　要：海外・国内からの参加者を歓迎し、大会の幕開けを宣言する。（開

会宣言、三線一斉演奏、主催者あいさつ、来賓祝辞、功労者や次世
代代表の紹介、海外からのメッセージ　等）
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⑤
閉会式・グランド
フィナーレ

日　時：平成２８年１０月３０日（日）　１７：００〜２１：００
場　所：沖縄セルラースタジアム那覇
概　要：大会を締めくくるフィナーレ（主催者あいさつ、来賓あいさつ、海

外参加者代表・次世代代表あいさつ、若者宣言、「世界のウチナー
ンチュの日」制定宣言　等）

（３）主催イベント

う
ま
ん
ち
ゅ
大
交
流
祭

①
は い さ い
ス テ ー ジ

日　時：平成２８年１０月２７日（木）、２８日（金）　１２：００〜２１：００
　　　　　　　　１０月２９日（土）、３０日（日）　１１：００〜２１：００
場　所：沖縄セルラーパーク那覇　特設ステージ
概　要：沖縄の伝統芸能や世界各国の民族芸能が展開するステージイベント。

②
ワ ー ル ド
バ ザ ー ル

日　時：平成２８年１０月２７日（木）　１２：００〜２１：００
　　　　　　　　１０月２８日（金）〜３０日（日）　１１：００〜２１：００
場　所：沖縄セルラースタジアム那覇周辺広場
概　要：大会参加国の料理や物品販売を楽しむことができるコーナーを設ける。

③
カル チャー
ワークショップ

日　時：平成２８年１０月２７日（木）、３０日（日）　１２：００〜１６：００
　　　　　　　　１０月２８日（金）、２９日（土）　１２：００〜２０：００
場　所：沖縄セルラースタジアム那覇周辺広場
概　要：琉装、琉球舞踊をはじめとする沖縄の伝統文化・芸能を体験するこ

とができるワークショップを設ける。

④

ゆんたくさびら世
界のうちなーん
ちゅ（県人会長・
ウチナー民間大使
会議）

日　時：平成２８年１０月２８日（金）　１０：００〜１２：００
場　所：沖縄県市町村自治会館　自治会館ホール
概　要：国内外の県人会の会長やウチナー民間大使らが参加し、ウチナー

ネットワークの継承や発展、沖縄のソフトパワー発信、若者の海外
への飛躍などをテーマに意見交換を行う。国や年齢、職業の枠を越
えた幅広い交流を深め、課題解決へのアイディアなどを実行につな
げていく。

⑤
しまくとぅば語や
びら世界大会

日　時：平成２８年１０月２８日（金）　１４：００〜１６：３０
場　所：パレット市民劇場
概　要：世界中から集まったウチナーンチュが「しまくとぅば」で沖縄への

思いを語るスピーチ大会を開催する。民謡としまくとぅばにのせて
沖縄移民の歴史を学べる創作郷土劇も同時に楽しむことができる。

⑥

うまんちゅ三線大
演奏会〜世界へ響
け！ちゅら島の音
〜

日　時：平成２８年１０月３０日（日）　１０：００〜１２：００
場　所：沖縄セルラースタジアム那覇　特設ステージ
概　要：世界中の三線奏者が一堂に会し、沖縄の誇る伝統文化の一つである

三線の大演奏会を行い、世代、国境を越えて受け継がれる三線文化
の素晴らしさを国内外に発信する。

⑦
移民資料展「ウチ
ナーンチュの世

ユーク
越
ィティ

の
ヌ
肝
チム
心
グクル
」

会　期：平成２８年１０月２１日（金）〜１２月４日（日）
　　　　９：００〜１８：００（金・土以外）　９：００〜２０：００（金・土）
場　所：沖縄県立博物館・美術館　エントランス、常設展示室、講堂
概　要：明治以降の各国における移民の歴史を概観することができる展示を

行うほか、今大会を機にハワイ在住の福田経子氏から寄贈を受けた
沖縄の古陶を中心とする「与那嶺・福田コレクション」を紹介す
る。関連催事として、移民社会を学ぶ特別文化講座と移民子弟によ
る芸能公演も行う。

⑧
国際親善
ゲートボール大会

日　時：平成２８年１０月２８日（金）　８：４０〜１８：００
場　所：奥武山公園・奥武山総合運動場　陸上競技場
概　要：世代を超えて楽しめる生涯スポーツとして人気が高く、海外でも広

く楽しまれているゲートボールを通して、大会参加者と県民相互の
親睦を深める。

⑨
ワールドウチナー
シンポジウム

日　時：平成２８年１０月２９日（土）　１３：００〜１５：００
場　所：沖縄県市町村自治会館　自治会館ホール
概　要：「人・知識・文化が融和する海邦交流拠点」（沖縄２１世紀ビジョン）

の形成に向けて、様々なフィールドで活躍する次世代の代表者たち
がパネルディスカッションを行い、それぞれの分野における取組や
ビジョンを共有する。

⑩
エイサー EXPO
２０１６

日　時：平成２８年１０月３０日（日）　１０：００〜１６：３０
場　所：沖縄県立武道館　アリーナ
概　要：伝統と創作のエイサー演舞を一挙に観覧できる「EXPO（博覧会）」

を開催するほか、エイサーの起源が学べる歴史展やエイサー体験、
クラフトパーランク−作り教室も実施する。

（４）その他のイベント

① 連携イベント
第６回世界のウチナーンチュ大会と連動して行われ、海外参加者と県民の幅
広い参加・交流が図れるようなイベントを公募を経て採用し、大会の全県的
な盛り上がりを図る。

②
市町村イベント ・
歓迎会

市町村が主催し、海外からの大会参加者を対象とする歓迎会をはじめとし
て、様々な趣向を凝らしたイベントを開催する。

③
国際交流団体イベ
ント ・歓迎会

国際交流団体が主催し、海外からの大会参加者を対象とする歓迎会をはじめ
として、様々な趣向を凝らしたイベントを開催する。

④ ＮＨＫ連携イベント

NHK沖縄放送局と合同でキャンペーンを行い、「世界に伝えたい沖縄のうた」
を県内外から募集する。また、閉会式とグランドフィナーレの間に「NHK
スペシャルステージ」を設け、NHK国際放送の人気番組「J−MELO」司会
の May J. が選ばれた曲を披露する。
その他、大会に取材して様々な番組が制作・放送される。

⑤ 共催・後援イベント
気運の醸成を図り、海外参加者と県民との活発な相互交流を実現させるとい
う観点から、各種団体が開催する大会関連の事業について共催または後援を
行い、関係者の幅広い参画を得る。

⑥ 関連イベント
第6回世界のウチナーンチュ大会と開催時期を近くして行われる「首里城祭」
「空手の日　記念演武祭」との合同企画を実施するほか、来場者に相互の催
しを周知して相乗効果を図る。
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３　イベントの総括

（１）基本方針

本大会の目的である「ウチナーネットワークを
持続的に継承、発展させるとともに、沖縄独自の
ソフトパワーを国内外に発信し、その魅力と可能
性を活用して沖縄の未来を切り開いていく」こと
を目的として、大会の基本コンセプト（Ｐ２９参照）
に沿った事業を行った。

【基本方針】
①　世界のウチナーンチュの交流を通してウチ
ナーネットワークを発展させ次世代へ継承する。
②　沖縄独自のソフトパワーへの理解を深め、国
内外へ発信する。
③　万国津梁の精神を次世代へ継承し、海外への
飛躍を促進する。

【イベントプログラム目標】
①　ウチナーネットワークを維持、継承、拡大し、
ウチナーンチュ同士の絆を深め、アイデンティ
ティーを確認する。
②　沖縄独自のソフトパワー（文化、伝統芸能、
歴史、言語、風習、風土、信仰、自然）への理
解を深め、次世代へ継承、発展させる。
③　県内若者が県外海外に目を向けるきっかけを
提供し、海外への飛躍を促す。
④　異文化、世界の多様な価値観に対する理解を
深め、国際協力、平和を希求する沖縄の心（チ
ムグクル）を発信する。
⑤　国際観光地としての「オキナワ」や県産品の
魅力を理解する。

（２）内容

基本方針及びイベントプログラム目標に沿って、
１７のイベントを主催・共催した。
今大会は、第５回大会に引き続き、開会式及び
閉会式を屋外で開催した。台風による中止のリス
クを低減するため、１０月下旬に開催したことが功
を奏し、開催期間中は連日晴天に恵まれ、約４２万
９千人もの人々が来場した。
主催イベントの会場は、参加者・県民の利便性
を考え、沖縄セルラースタジアム那覇を中心に、
沖縄セルラーパーク那覇、沖縄県立武道館、パ
レット市民劇場、沖縄県市町村自治会館、沖縄県

立博物館・美術館など、すべて那覇市内に設定し
た。一方で、公募を経て採用された連携イベント
が、沖縄コンベンションセンター（宜野湾市）、
国立劇場おきなわ（浦添市）をはじめとして県内
各地で催された。

（３）特徴

今大会のイベントの特徴としては、以下の点が
挙げられる。

①　「第５回 世界若者ウチナーンチュ大会 2016・
沖縄」の開催
第５回世界のウチナーンチュ大会のプログラ
ム「グローバル次世代プロジェクト」を機に、
「世界若者ウチナーンチュ連合会」（通称W

ユ　　ア

YUA）
が発足。２０１２年以降、毎年世界各地で「世界若
者ウチナーンチュ大会」を開催してきたところ、
５回目となる２０１６年大会は、第６回世界のウチ
ナーンチュ大会と連動し、ここ沖縄で開催する
こととなった。
大会実行委員会は、ＷＹＵＡによるウチナー
ネットワークの次世代への継承の担い手として
の活動実績に鑑み、「第５回 世界若者ウチナー
ンチュ大会 ２０１６・沖縄」を共催しプレイベント
として位置付けると共に、補助を行って開催を
支援した。大会は、県内外から２,３００名以上の
参加者を動員し、多くの若者ウチナーンチュた
ちが絆を深める催しとなった。

②　次世代の育成
プレイベントとして平成２８年１月から実施し

た「レッツスタディ！ ワールドウチナーンチュ
事業」は、県内の児童生徒が海外に在住するウ
チナーンチュとの交流等をとおして、異文化・
多文化共生についての理解及びウチナーネット
ワークの認識を深める契機となった。
沖縄本島及び久米島、宮古、八重山の１０５の
学校・団体で１０,７０９名の児童生徒等が参加する
など離島を含めた全県的な拡がりを見せた。
同じくプレイベントとして実施された「ウチ
ナージュニアスタディー」「海邦養秀ネットワー
ク構築事業」と併せ、ウチナーネットワークを
担う次世代の育成に資する取り組みとなった。

③　ソフトパワーの発信
沖縄独自の文化や風土、歴史、いわゆるソフ

トパワーの魅力を県民が再認識できる機会を提
供するイベントを実施した。
開会式における三線一斉演奏による幕開けを

はじめ、「空手・古武道交流演武祭」、「しまく
とぅば世界大会」、「エイサーＥＸＰＯ」、「うま
んちゅ三線大演奏会」、「『伝統組踊×現代版組
踊』〜伝統と未来〜」、「我らが住むは五大州
Ⅱ」、「イヤサッサ踊（もう）らな（民踊イベン
ト）」等の催しに多くの参加者が集まり、沖縄
が誇るソフトパワーの力強さをアピールした。

④　参加型イベントの実施
海外・県外からの参加者や県民が、自ら演奏、

演舞、議論、学習する機会を提供するイベント
を実施した。
開会式における「三線一斉演奏プログラム」、

「うまんちゅ三線大演奏会」、うまんちゅ大交流
祭における「はいさいステージ」及び「カル
チャーワークショップ」、「国際親善ゲートボー
ル大会」、「ゆんたくさびら世界のウチナーン
チュ（県人会長・ウチナー民間大使会議）」、首
里城祭の「琉球王朝絵巻行列」等のイベントに
は、県内外を問わず多くの応募者があり、今後
の大会のあり方に一石を投じる試みとなった。

⑤　インターネットライブ配信及びパブリック
ビューイング
前夜祭パレード、開会式、閉会式・グランド

フィナーレの模様を、インターネットでライブ
中継を行った。アーカイブ視聴を含めると、延
べ２万回以上再生されており、大会に参加する
ことができなかった世界のウチナーンチュの
方々にも、大会の臨場感を伝えることができた。
また、開会式及び閉会式・グランドフィナー

レの会場に隣接する沖縄セルラーパーク那覇に
大型モニターを設置し、パブリックビューイン
グを実施したところ、多くの観覧者があった。

４　プレイベント

（１）	レッツスタディ！　ワールドウチナーンチュ

①　事業概要
県内の小学校・中学校・高等学校・大学、地

域団体等の児童生徒及び一般市民が、沖縄移民
の歴史や現在の日系社会の様子、そして大会参
加国の文化・言葉・歴史について学ぶ。大会前
は移民学習教材や出前授業等を通して、移民先
の国々の歴史や文化等について学習する。
大会期間中は海外から来沖したウチナーン

チュが参加希望校を訪問し、県内の学生と交流
を図る。

②　事業目的
地域の国際化の推進及び国際化に対応したウ

チナーネットワークを担う次世代の育成に貢献
することを目的として実施する。

③　推進体制
主　催：大会実行委員会
後　援：  沖縄県教育委員会、JICA 沖縄国際

センター、沖縄県内各市町村
協　力：  海外県人会、ウチナー民間大使、国

際交流員、県費留学生、市町村研修
生、国際交流団体

委託先：  特定非営利活動法人沖縄 NGO セン
ター（ONC）

④　実施期間
平成２８年１月５日〜平成２９年２月２８日

⑤　参加学校・団体数
小学校　　　　　　　　３４校
中学校　　　　　　　　２０校
高等学校　　　　　　　２３校
大学・専門学校　　　　６校
地域団体　　　　　　　２１団体
海外　　　　　　　　　１校
　　　計　　　　　　 １０５校・団体
　１０,７０９名の児童生徒等が参加。

⑥　取組内容
　事前学習
•事業実施校及び地域団体における自主学習
ａ　移民の歴史や沖縄の多文化共生について
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の参加型の学習教材を活用して学習した。
ｂ　沖縄 NGO センター所蔵の各国の衣服や
楽器、移民学習教材等を借りて学習した。

•出前講座
要請のあった学校及び地域団体等に、沖縄 

NGO センタースタッフ、県交流推進課所属
の国際交流員や県費留学生、元日系社会青年
ボランティアが講師として赴き、移民の歴史
や移住先での生活を講義した。

プレ・イヤー（平成27年度）
•出前授業等の実施など教材学習や沖縄在住
の日系人との交流を通して事前学習に取り
組んだ。

•小規模告知イベント等を通じて、本プログ
ラム及びウチナーンチュ大会の広報を行っ
た。

大会年（平成28年度）
•事前学習を進めながら、マッチング相手の
海外県人会の人々との手紙のやり取りなど
の事前交流を実施した。

大会期間中及びその前後
•海外参加者の学校訪問
大会参加のため来沖した県系人が、交流

相手校（母校、出身地域の学校など）を訪
問し、移住の歴史や異国での生活などの話
をしたり、生徒からの質問に答えたりとふ
れあい型の交流を行った。

•「うまんちゅ大交流祭」会場にブース
（「ワールドウチナーンチュハウス」）を設
置し、本事業全体の取り組みの報告、沖縄
県民を含めた来場者が交流する場を提供し
た。

⑦　事業の成果
ア　全県的な取り組み
本島及び石垣、宮古、久米島、与那国を含

む離島の小・中・高・大学等１０５校・団体が
参加し、全県的な拡がりを見せた。

イ　移民教材の改訂
県内の小・中・高校の教員や在沖・在外

日系人、県費留学生、市町村研修生等の協
力を得て、『レッツスタディー！ 世界のウ

チナーンチュ〜沖縄移民を通して学ぶ多文
化共生』を作成。
写真や体験記、歌を使った教材、カード
ゲームなどを通じて、移民の歴史や外国の
ウチナーンチュの暮らし、移民の歴史から
見えてくる多文化共生について楽しく学べ
る教材となった。

ウ　世界のウチナーンチュとの繋がり
交流会では、海外参加者が母県とのつなが
りを強く認識するだけでなく、児童・生徒ら
に自身の経験等を話すことで、母県の人材育
成に貢献することができた。
また、交流相手校の児童・生徒らは、海外
に関心を持ち、自身の夢に向かって取り組む
ことを意識したようであった。

エ　成　果
•小・中・高それぞれの課程において移民学
習のカリキュラム化を行う教員が生まれた。
•市町村の各事業との連携により地域を巻き
込み、学習に取り組んだ。
•大会前後に留まらず、学習発表会等で移民
をテーマに劇を作る学校が出た。
•県内に住む日系人やダブルの子ども達が、
自分の中にあるもう一つの文化を表現でき
るようになった。
•沖縄在住の日系人に出前授業に入ってもら
うことにより、彼らが自分の体験を話す機
会となった。また、子ども達にとっては実
際に日系人と交流することにより、自分た
ちの周りにも日系人が多くいることを知り、
より身近に感じることができた。
•県費留学生や市町村研修生が出前授業や教
材作成に関わることにより、自分の持って
いるスキルや知識を出せる機会となり、
戻ってからの今後の活動につながるきっか
けとなった。

（２）ウチナージュニアスタディー事業

①　日　時
平成２８年７月３１日（日）〜８月６日（土）７日間

②　場　所
沖縄本島

③　参加者数　44名
海外参加者：
　１３歳以上２０歳未満の県系人子弟  ２０名
　過去の当該事業参加者ＯＢ　  １名

（青年リーダー）
県内参加者：
　沖縄県内の中高生  ２０名
　過去の当該事業参加者ＯＢ  １名

  （青年リーダー）
県外参加者：
　国内沖縄県人会からの高校性  ２名

④　目　的
海外移住者子弟を沖縄県に招待し、県内の中

高生と生活をともにしながら、沖縄の歴史、文
化等を体験することにより、母県・沖縄への理
解と絆を深めるとともに、ウチナーネット
ワークを担う次世代を育成する。

⑤　事業概要
海外のウチナーンチュ子弟を沖縄県に招

待し、県内の中高生と生活をともにしなが
ら、沖縄の歴史、文化、自然等を体験する
プログラムを実施。

⑥　成果・総括
一週間のツアーは、体験学習・平和学

習・チームビルディングなど多彩なプログラム
で行われ、特に「エイサー体験」では、県内最
大級のエイサーイベントである「一万人のエイ
サー」プレイベントのエンディングチームとし
て参加。県内・海外参加者が心をひとつにして
舞ったエイサーは、多くの観客に大きな感動を
与えるものであった。本人たちにとっても一生
忘れられない思い出となったようである。
この事業での出会い・体験は、互いに沖縄へ

の理解と絆を深めるものであり、あらためて、
ウチナーンチュとしての誇り・アイデンティ
ティーを実感するものであったと考える。そし
て、他国・異文化理解により、積極性・コミュ
ニケーション力を養い新たな価値観を見出し、
成長した様子もうかがえた。今後、グローバル
化が進む中、このネットワーク・絆がこれから
の沖縄を担う次世代の力となり、沖縄を支える
力につながることが期待される。
事業終了後、１０月に開催された「第６回世界

のウチナーンチュ大会」では、県内参加者自ら
開会式の演出を企画し、「国境なんて関係ない
ウチナーンチュ」と熱く開会を宣言し、大会成
功の一役を担ったこともまた、成果の一つで
あった。
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（３）海邦養秀ネットワーク構築事業

①　日　時
平成２８年８月１６日（火）〜８月３１日（水）
（現地滞在期間は８月１７日〜８月２９日）

②　派遣先地域
ペルー共和国　リマ（ペルー沖縄県人会）

③　参加者数　10名
内訳：  県内高校生５名、県内大学生４名、県

外大学生１名（県出身者）

④　実施主体
海邦養秀ネットワーク構築事業実行委員会
（事務局：沖縄県交流推進課）

⑤　目　的
沖縄県の若い世代を海外県人会へホームス

テイ派遣し、現地の県系人、特に若い世代と
交流させることによって、沖縄と海外若手県
系人の国際理解を促進し、双方の友情の絆を
深めて、「ウチナーネットワーク」を担う次
世代の人材を育成する。

⑥　プログラム
ア　派遣先国の家庭にホームステイしながら、
地域の方々や学校の生徒らと交流する。

イ　派遣先国の県人会との交流会や行事などに
参加し、親睦を深める。

ウ　日系企業や派遣先国の文化・歴史関連施設
等を視察し、異文化理解、国際理解を深める。
今回のペルー派遣での主なプログラムは以下

のとおり。
⑴　ウェルカムパーティー

⑵　ペルー日系人協会、神内センター訪問
⑶　移民の歴史に関する講義、移民ゆかりの
地であるカニエテなど訪問
⑷　県人会青年部とスポーツ交流
⑸　ペルー料理ワークショップ、民族舞踊
ワークショップ
⑹　日系人学校、カトリック大学、農業大学
訪問
⑺　リマ ミラフローレス地区、旧市街 散策
⑻　県系人経営のガラス工場訪問
⑼　沖縄県人ペルー移住１１０周年記念式典　
準備、参加

（４）第５回世界若者ウチナーンチュ大会 沖縄・２０１６

〜人と地域に感動と元気を届け、若者が熱く燃え
る４日間〜
①　日　時
　平成２８年１０月２０日（木）〜１０月２３日（日）
　４日間
※  ９月１０日（土）、１０月２９日（土）に関連イベント
実施

②　場　所
沖縄県内各地（西原町、中城村、名護市、宜
野湾市、うるま市、他）

③　主　催
第５回世界若者ウチナーンチュ大会実行委員
会

④　事務局
一般社団法人世界若者ウチナーンチュ連合会

⑤　共　催
第６回世界のウチナーンチュ大会実行員会
沖縄市、うるま市、浦添市、宜野湾市、名護
市、金武町、西原町

⑥　後　援
那覇市、豊見城市、糸満市、石垣市、宮古島
市、読谷村、南風原町、南城市、八重瀬町、北
谷町、中城村、与那原町、北中城村、嘉手納町、
本部町、恩納村、今帰仁村、久米島町、宜野座
村、国頭村、竹富町、伊江村、大宜味村、東村、
与那国町、伊是名村、南大東村、伊平屋村、多
良間村、座間味村、渡嘉敷村、北大東村、粟国
村、渡名喜村、沖縄県青年団協議会

⑦　参加者
対象年齢：１８歳〜３５歳

※  対象年齢者以外は一部プログラムを除いて見
学可。

⑧　参加地域
ブラジル、ボリビア、アルゼンチン、ペルー、

アメリカ、ハワイ、カナダ、台湾、オーストラ
リア、インド、沖縄、日本

⑨　来場者数
２,３３４人

⑩　目　的
２０１１年、第５回世界のウチナーンチュ大会を

機 に 世 界 若 者 ウ チ ナ ー ン チ ュ 連 合 会　
（WYUA）が発足し、翌年２０１２年から世界の４
大陸（南米、北米、欧州、アジア）で１８〜３５歳
の若者を対象とした世界若者ウチナーンチュ大
会を開催してきた。これまで４回にわたる世界
若者ウチナーンチュ大会では、４大陸で世界の
若者が交流し、各地域間のウチナーネットワー
クを形成してきた。２０１６年第５回目にあたる本

大会では、これまでに形成されたウチナーネッ
トワークを最大限に活用し、「ウチナーネット
ワークの拡大と発展」　、「地域に目を向けるア
クティブな若者の創出」を目指す。

⑪　プログラム
ア　プログラム概要
［プログラム］
　セレモニー部門
オープニングセレモニー・歓迎パーティー
クロージングセレモニー・グランドフィナーレ
スポーツ部門　　Uchinanpic２０１６
地域部門　　　　地域愛かたやびら大会
芸能部門　　　　世界の芸能フェス
世界部門　　　　世界のオキナワ
　　　　　　　　  世界若者ウチナーンチュ

サミット
ふるさと部門　　  ４１市町村歓迎会・ホーム

ステイ
［表　彰］
・「地域のチカラ」総合優勝
・「地域のチカラ」スポーツ部門優勝
・「地域のチカラ」応援部門優勝

　　イ　全体スケジュール

日　程 時　間 部　門 プログラム名 開催地 宿泊先
（海外参加者のみ）

10月20日（木）
17：00〜18：30 セレモニー

部門
オープニングセレ
モニー

西原町／さわふじ
未来ホール

糸満自然の家
19：00〜21：00 セレモニー

部門 歓迎パーティー 西原町／西原町中
央公民館

10月21日（金）

10：00〜12：00 世界部門 世界のオキナワ 中城村／中城村民
体育館

ホームステイ13：00〜16：00 芸能部門 世界の芸能フェス 中城村／中城村民
体育館

18：00〜20：00 ふるさと部門 41市町村歓迎会 沖縄県内各地

10月22日（土） 15：30〜19：00 地域部門 地域愛かたやびら
大会

名護市／21世紀の
森体育館 ネイチャーみらい館

10月23日（日）
10：00〜16：00 スポーツ部門 Uchinanpic2016 西原町／西原町民

体育館 ネイチャーみらい館

18：00〜21：00 セレモニー
部門

クロージングセレモニ
ー・グランドフィナーレ

うるま市／勝連城
跡 ネイチャーみらい館

10月29日（土） 10：00〜12：0015：30〜17：30 世界部門 世界若者ウチナー
ンチュサミット

沖縄県市町村自治
会館２F −
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⑫　成果と課題
はじめて沖縄で開催することとなった今回の

大会は、海外の沖縄県系子弟、県内の青年会、
県内外の学生・一般社会人の３者を参加者とし
て想定した上で、成果目標として「ウチナーネッ
トワークの強化」「地域活性化」を設定し、こ
れらの要素を盛り込んでプログラムを構築した。
「ウチナーネットワークの強化」については、
沖縄にゆかりのある者同士として繋がるのみで
はなく、同じ出身市町村やルーツを持つ海外・
県内の者同士が親交を深めるような配慮を各プ
ログラムに施した。地域を支える青年会に働き
かけ、多大な協力をいただいたことも後押しと
なって、参加者同士が「ただいま」「おかえり」
という関係性を構築できたことは大きな成果で
あり、今後沖縄と海外の架け橋となる若者が増
えることが期待できる。
「地域活性化」については、大会に参加した
海外参加者の沖縄文化や地域への興味・関心の
高さに刺激を受けた県内の参加者から、「自分
の地域の文化を知らないことに気が付いた。こ
れから勉強して、もっと伝えられるようになり
たい」「地域行事に参加したい」という感想が
見られたほか、青年会の活動に参加し始めた若
者もおり、地域を支える人材の創出や青年同士
の連携を促すことができた。また、４１市町村に
共催又は後援になっていただいたほか、県内の
企業・団体に「地域応援団」という形で協賛を
していただいたことにより、今後の連携につい
ても関係をつくることができたことも成果とし
て挙げられる。
一方、大会を終えて、参加者のニーズに合わ

せたプログラムの提供、大会規模に合わせた実
行委員の人員確保・組織運営、申込方法の簡潔
化とスムーズな受付方法の実施などが課題とし
て残ることから、次回大会の成功に向けて改善
してきたい。

５　式典イベント
（1）前夜祭パレード
ア　日　時
平成２８年１０月２６日（水）
式典　　　  １４：５０〜１５：１５　
パレード・アトラクション  １５：１５〜１７：３０　

イ　会　場
那覇市国際通り
集合：壺屋小学校
式典：さいおんスクエア
パレード：国際通り
アトラクション：パレットくもじ前広場

ウ　参加者数
約６,０００名　（２０カ国２地域）

エ　目　的
開会式を前日に控え、国内外の参加者が那
覇市のメインストリートである国際通りを民
族衣装や揃いの衣装でパレードし大会成功の
機運を醸成するとともに、沿道で迎える県民
との交流を深める。

オ　内　容
国際通りの沿道には多くの県民が詰め掛け
歓迎ムードに包まれた。
さいおんスクエアでの式典では、アメリカ
合衆国のデービッド・イゲ　ハワイ州知事、
アラン・アラカワ　マウイ郡長、カナダ・ア
ルバータ州政府在日事務所、デイビッド・ア
ンダーソン駐日代表が来賓として紹介され、
大会実行委員会会長の翁長雄志県知事と、ハ
ワイ連合会のトム山本会長が挨拶を述べた。
式典後、県警音楽隊の先導でアメリカ合衆
国を先頭に国内外の参加者６,０００名によるパ
レードがスタートした。さいおんスクエア前
他３箇所で演舞ポイントを設け、各国のダン
スや楽器の演奏が行われた。天候にも恵まれ
熱気に包まれた中、溢れんばかりに沿道へ詰
め掛けた観客は各国の小旗を振って歓迎し、
「おかえりなさい！」「まっちょーたんどー！」
と声をかけるなど、熱烈な歓迎ぶりで大会前
日の盛り上がりをみせた。

（２）知事招宴
ア　日　時
平成２８年１０月２６日（水）　１９：００〜２０：３０

イ　会　場
ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバー

ビュー　彩海の間

ウ　参加者数
６００人

エ　目　的
海外・国内から来県した大会参加者を歓迎

し、本県の国際交流を推進、支援する関係機
関の方々並びに移住先の国・地域と沖縄県相
互の発展にご尽力された方々を招待し、これ
までの御協力・御尽力に感謝するとともに、
本県の国際交流事業に対する今後一層の理解
と協力を得る場として開催した。

オ　プログラム
１８：３０　  開場／カクテルサービス、両副知

事、県議会議長によるお出迎え
１９：００　開演
１９：０２　主催者代表挨拶

大会実行委員会
会長　沖縄県知事　翁長　雄志

１９：１０　来賓挨拶
•アメリカ合衆国　ハワイ州知事　
デービッド・イゲ

•駐日ベネズエラ・ボリバル共和国　
特命全権大使
セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ

１９：２６　乾杯の挨拶
アメリカ・北米県人会　
会長　國吉　信義

２０：００　歓迎アトラクション（琉星太鼓）
２０：２５　中締め

大会実行委員会
副会長（沖縄県副知事）
安慶田　光男

カ　内　容
招宴には、海外から各県人会長、ウチナー

民間大使、国内・県内からは各市町村長、県
選出国会議員、国際交流団体をはじめ多くの
方々に参加いただき交流を深めた。

（３）海外功労者等表彰式
ア　日　時
　平成２８年１０月２７日（木）　１０：００〜１２：００

イ　会　場
沖縄県庁４階講堂

ウ　表彰対象者数
⑴　海外功労者　　　　　　　１２名
⑵　次世代代表　　　　　　　９名
⑶　海外県人会長　　　　　　６７名
⑷　ウチナー民間大使　　　　２１名
⑸　福田経子氏
　　（移民資料展への協力に対する感謝状）
　　　　　　　　　　　 計　１１０名
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エ　参加者数（表彰対象者・見学・マスコミ含む）
約１６０名

オ　プログラム
司会：大会実行委員会事務局次長
　　　与那嶺　隆

⑴　開会
⑵　主催者あいさつ
大会実行委員会会長　翁長　雄志

⑶　海外功労者表彰状贈呈　（12人）
大会実行委員会会長　翁長　雄志
•  海外功労者代表あいさつ　デニス　安
里（アメリカ・ワシントンDC）

⑷　次世代代表認証状贈呈　（９人）
大会実行委員会会長　翁長　雄志
•  次世代代表あいさつ　バジェホス　小
波津　エリサベス　カリナ（ペルー）

⑸　海外県人会　感謝状贈呈　（67県人会）
大会実行委員会副会長　安慶田　光男

⑹　ウチナー民間大使認証状贈呈　（21人）
大会実行委員会副会長　安慶田　光男

⑺　移民資料展「ウチナーンチュの世越の肝
心」協力感謝状贈呈　（福田経子氏）
大会実行委員会副会長　安慶田　光男

⑻　海外県人会へ「沖縄語―スペイン語辞
典」「沖縄語―ポルトガル語辞典」贈呈
（ペルー県人会屋良会長、ブラジル県人
会島袋会長）　琉球大学学長　大城　肇

⑼　閉会

カ　内　容
長年、海外の県系人コミュニティや現地社

会で活動し顕著な貢献のあった方々を海外功
労者として表彰する。又、将来のウチナー
ネットワークの担い手として期待される若手
リーダーを次世代代表として認証する。海外

県人会長に対しては、日頃の県人会活動をた
たえ、感謝状を贈呈する。今大会で新たに認
証されたウチナー民間大使には、認証状を交
付する。今大会の主催イベントである移民資
料展に多くの美術工芸品を提供いただいた福
田経子氏に感謝状を贈呈する。
琉球大学から、現地での沖縄言語の理解や
普及に役立てていただくことを目的に、スペ
イン語圏、ポルトガル語圏の県人会に対し、
「沖縄語―スペイン語辞典」「沖縄語−ポルト
ガル語辞典」を贈呈する。

キ　あいさつ
⑴　海外功労者代表あいさつ（アメリカ　ワ
シントンDC・デニス安里）
「海外功労者」を代表して、この表彰の
ために尽力してくださった沖縄の皆様、海
外の皆様に感謝します。この表彰を大変光
栄に思います。ありがとうございます。
今回の海外功労者は、様々な人がいます。
我々は、１世、２世世代を代表しています。
私たちの職業は、大工、経営者、主婦、農
家、編集者、芸術家、技術者、バスケット
ボールのコーチ、音楽家です。世界中各地、
アルゼンチン、ブラジル、ボリビア、タイ、
イギリス、アメリカから来ています。我々
の職業や国は様々ですが、一つ共通点があ
ります。それは、沖縄への愛です。ここに
いる皆様と同様、私たちも自分たちのウチ
ナー社会に貢献するため、最大限の努力を
してきました。
「海外功労者」に代表される国について
調べたとき、１２０年前にハワイ、南米に移
住した移民第一世代の本や記事を読みまし
た。移民第一世代の労働は厳しく、生活は
過酷で、たくさんの犠牲を払いました。彼
らは、我々の想像を超えるような苦難に耐
えていました。
彼らは生き延びて、苦難の中から強さを
勝ち得ました。移民第一世代は、後に続く
世代に、自分たちと同じ苦しみをさせない
よう、「成功する」という大きな決意を抱
かせました。我々「海外功労者」が達成し
たことは、勇敢な開拓者が築いた基盤の上
に成り立っているにすぎません。
本日授与されたこの表彰を受けることは、
すばらしく光栄なことです。この賞は、単

に過去の貢献に対する表彰というだけでは
なく、今後もウチナー社会に貢献し続ける
ため、さらに尽力し、より大きな責任を果
たすための誓いであると考えています。
イッペーニフェーデービル。

⑵　次世代代表あいさつ（ペルー・　バジェ
ホス　小波津　エリサベス　カリナ）
グスーヨーチューウナガビラ　ワンネ　

ペルーヌ　小波津　カリナ　ヤイビン　　
ウニゲサビラア。
ペルーの次世代を代表して、御挨拶を申

し上げることを光栄に思います。
今年は、沖縄県人ペルー移住１１０周年を

迎えました。初期の移住者の方々は自分の
家族のために、異なる国の生活環境で大変
な苦労をしながら、その努力や犠牲、教育
熱心さで地域に溶け込み、ペルーの発展に
大きく貢献しました。初期の移住者の子孫
は現在、様々な分野で活躍し国において信
頼を得る存在となっています。
初期の移住者の努力や犠牲が無ければ、

私たちの今日の繁栄は無かったと思います
ので、私たちは先祖を尊敬するために、沖
縄の文化を普及しながら、ウチナーンチュ
としてのアイデンティティーを決して忘れ
てはいけないと思います。
次世代代表者として、そのアイデンティ

ティーを保つため、沖縄文化、歴史、習慣
などをしっかりと伝えていかなければなら
ないと思います。そして、近い将来に県人
会のリーダーになるだけではなく、先祖と
沖縄の絆を守って、またルーツと感謝の気
持ちを大切にするよう次の世代を育ててい
きます。
沖縄で何よりも感動するのは心に響く素

晴らしい三線と太鼓、陽気なカチャーシー、
沖縄に着いた途端「お帰り」の声が聞こえ
てくることです。ブラジル、アルゼンチン、
ボリビア、アメリカ、カナダ、イギリス、
ドイツ代表の私たちにとっては、今日ウチ
ナーンチュ大会に参加できるのは非常に光
栄です。沖縄の暖かいおもてなしに心から
感謝申し上げます。
最後になりますが、世界中のウチナーン

チュの皆さんはそれぞれのルーツを非常に
大切にしながら、次世代にウチナーンチュ

としての絆や誇りを伝えていきたいと思い
ます。
ニフェーデビル。

（４）開会式
ア　日　時
平成２８年１０月２７日（木）　１７：００〜２０：００

イ　会　場
沖縄セルラースタジアム那覇

ウ　参加者数
１３,５８７名

エ　目　的
世界のウチナーンチュを歓迎する歌やメッ

セージ、ウチナーネットワークを築いた海外
功労者や次世代代表の紹介、そして三線大演
奏により、第６回世界のウチナーンチュ大会
の開会宣言と開催意義をアピールする。

オ　プログラム
１５：００　受付・開場
１７：００　開会宣言
　　　　ジュニアスタディーツアー代表
　　　　（２０名）
１７：０４　幕開け〜三線大演奏
１７：１５　オープニング（VTR）
１７：２０　テーマソング紹介
１７：２１　花城　舞によるテーマソング披露
１７：２６　国旗・県旗・参加国・地域紹介
１７：３６　司会挨拶
　　　　（ミス沖縄紹介）
１７：４０　主催者挨拶

大会実行委員会会長
沖縄県知事　翁長　雄志

１７：４５　歓迎の挨拶
大会実行委員会副会長
沖縄県議会議長　新里　米吉

１７：５０　海外県人会会長紹介（９２名）
１７：５３　国内県人会会長紹介（３５名）
１７：５５　新認証ウチナー民間大使紹介
１７：５７　県人会代表挨拶

ブラジル沖縄県人会会長　
島袋　栄喜

１８：０２　特別招待者・来賓紹介
１８：０５　来賓祝辞
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デービッド・イゲ　アメリカ合衆
国ハワイ州知事

１８：１０　海外功労者紹介（１２名）
１８：１５　次世代代表紹介（９名）
１８：１９　祝電紹介
１８：２２　ビデオメッセージ

デーブ・ロバーツ　ロサンゼル
ス・ドジャース監督
仲宗根　梨乃

１８：３２　ゲスト紹介（具志堅用高）
１８：４２　スペシャル・ライブ

ネーネーズ「芭蕉布」
NS琉球バレエ団（３０名）「花」
夏川りみ「涙そうそう」
パーシャクラブ「ファムレウタ」
「安里屋ゆんた」
琉球國祭り太鼓「クーダーカー〜
仲順流り」「五穀豊穣」
HOLELAND  OKINAWA「豊年
音頭」

１９：１７　クロージング（大合唱）
「てぃんさぐぬ花」三線（１０名）、
全出演者

１９：２４　閉会

カ　司会進行
ジェームス天願、具志堅アメリア

キ　内　容
２７カ国２地域及び国内、県内から約１４,０００

人が参加し開催された。
黙祷から厳かにスタートした前回とは異な

り、ジュニアスタディーツアー代表２０名によ
る高らかな開会宣言、約８００名の三線大演奏
とともに華々しく幕を開けた今大会。「降り
注ぐ太陽の光、海に囲まれたちゅら島“沖縄”」
という明るいナレーションに、各国の旗を
持った子ども達が次々と「おかえりなさい！」
ととびきりの笑顔で呼びかけるオープニング
VTR。沖縄の美しい映像とワクワクするよ
うな音楽、「ウチナーンチュの魂を受け継ぐ
次世代へのバトン」といったメッセージが明
るい未来を想像させ、花城舞さんの「結〜心
届く〜」の熱唱で一気に盛り上がった。
デーブ・ロバーツ ロサンゼルス・ドジャー

ス監督とダンサーで振付師の仲宗根梨乃さん
のビデオメッセージの後、サプライズゲスト

として元プロボクサー・元WBA世界ライト
フライ級王者の具志堅用高氏が登場し一段と
会場を沸かせた。
ネーネーズ、夏川りみ、パーシャクラブと
いった県内外でも人気のアーティストが登場
し、琉球國祭り太鼓の「クーダーカー〜仲順
流り」や「五穀豊穣」のエイサー太鼓が響き
渡ると熱気は最高潮へ。そして全出演者によ
る「てぃんさぐぬ花」の大合唱で会場は感動
と一体感に包まれた。

ク　あいさつ

　 ○開会宣言
①　『ウチナーンチュ』
いまここに集まった私達はウチナーン
チュ。
国境なんて関係ない。
沖縄への強い郷土愛、沖縄の魅力を感
じ、誇りをもった私達はウチナーンチュ。
②　『ありがとう』
来てくれてありがとう。出会ってくれ
てありがとう。
人と人を繋げてくれてありがとう。
そして、沖縄を忘れず、愛してくれて
ありがとう
③　『笑顔』
笑顔は世界共通！
笑顔は“楽しい”を共有できる。
相手への愛が素直に伝わる唯一の手段
だ。
ここ沖縄を、そして世界を、笑顔で溢
れる場所にしてほしい。
④　『繋がり』
私達はゆいまーるの精神を持っている。
海を越えて心と心で繋がっている。
沖縄でしか築けない絆を築いていこう。

⑤　『未来』
今ある沖縄がこれからも続いてより良
い未来になるよう
沖縄から世界へ、世界から沖縄へ。
ここに集まったみんな、そして私達が
沖縄と世界を結ぶ架け橋になりたい！
なります！　なりましょう！
⑥　『いちゃりばちょーでー』
ここにいる皆さんはお互い、ちょー
でー。

一度あったら皆兄弟。
この精神を忘れずにウチナーンチュ大

会を盛り上げていきましょう！

「ウチナーの」「躍動」「感動」「世界へ
響け！」
「第６回」「世界のウチナーンチュ大
会」『開幕！』

第６回世界のウチナーンチュ大会開会式
○主催者あいさつ

はいさい　ぐすーよー　ちゅーうがなびら
世界ぬウチナーンチュぬ御方々（うかたがた）、
祖先（うやふぁーふじ）ぬ生まり島、
うちなーんかい、めんそーち　くぃみそーち。
いっぺー　にふぇーでーびる。
わーったーや　待ちかんてぃ　そーいびーたん。

デービッド・イゲ　アメリカ合衆国ハワイ州知事、
セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ　ベネズエ
ラ・ボリバル共和国特命全権大使をはじめ、国内外
から多数の来賓をお迎えし、「第６回世界のウチ
ナーンチュ大会」が開催できますことを大変嬉しく
思います。
四半世紀も前に初めて催された世界のウチナーン

チュ大会は、回を重ねるたびに大きな盛り上がりを
見せ、今回は世界２８の国と地域から、過去最高とな
る７,０００名を上回る皆様に参加いただきました。１４０
万県民を代表し心より歓迎申し上げます。
住む国こそ異なれど、ここに集まる私たちは皆、

アジアの海で縦横に船を走らせた琉球の民の末裔で
あり、その万国津梁の精神は、ウチナーネットワー
クという形をとり、時空を超えて今日まで受け継が
れてきました。本県にとって最も貴重な財産ともい
えるこの世界的なネットワークを発展させ次世代に
継承するためには、様々な国と地域のウチナーン
チュが、世代と立場を超えてお互いを知り、絆を深
め、自らのアイデンティティーを確認し、沖縄の未
来に目を向けて心を一つにすることが重要だと考え
ます。「世界のウチナーンチュ大会」は、母県にお
いて、その想いを再確認し、その決意を新たに共有
する機会であります。久しぶりの里帰りを心ゆくま
で満喫し、また、初めて来県する方には大会を含め
た沖縄の魅力を存分に楽しんでいただきたいと思い
ます。
ウチナーンチュがウチナーンチュたることを決定

づけているものが何であるかを考えたとき、沖縄独
自の文化や風土、歴史といった、ソフトパワーが大
きな位置を占めていることは明らかであります。本
大会では、世界に誇るその薫り高き沖縄独自のソフ
トパワーの魅力を、様々なイベントを通して皆様に
お届けすると共に、世界中に発信して参ります。
結びに、大会の成功に向けてご協力をいただきま

した関係各位に改めて感謝申し上げるとともに、皆
様の御健勝とますますの御活躍を祈念申し上げ、開
会のあいさつといたします。
いっぺーにふぇーでーびる。

平成２８年１０月２７日
第６回世界のウチナーンチュ大会実行委員会会長

沖縄県知事　翁長　雄志
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（5）閉会式・グランドフィナーレ
ア　日　時
　平成２８年１０月３０日（日）　１７：００〜２１：００

イ　会　場
沖縄セルラースタジアム那覇

ウ　参加者数
１５,３９５名

エ　目　的
母県沖縄でお互いの絆を確かめ合ったウチ

ナーンチュたちは、世界に広がるウチナー
ネットワークを次世代へ継承し発展させるこ
とを願い、再会を誓って第６回世界のウチ
ナーンチュ大会を締めくくる。

オ　プログラム
•閉会式
１６：００　開場　誘導
１７：００　オープニング演出：
　　　　世界のウチナーンチュ記録映像
１７：０７　開式のことば
１７：１１　主催者挨拶
１７：１５　来賓挨拶
１７：１９　海外参加代表者挨拶
１７：２３　大会テーマソング披露
１７：２８　次世代代表挨拶
１７：３２　  若者宣言
１７：３６　世界のウチナーンチュの日制定宣言
１７：４５　  エンディング　アトラクション①

エイサーエキスポ＆旗頭演舞
１７：５５　  エンディング　アトラクション②

空手、琉球舞踊、伝統エイサー
１８：１５　閉会の言葉
１８：２０　※NHK J-MELOスペシャルステージ

•グランドフィナーレ
１８：４０　オープニング映像
１８：４２　かりゆし５８
１９：０５　琉球ディスコ
　　　　DJ島唄リミックスタイム
１９：３０　ディアマンテス
１９：５０　スペシャルゲスト
　　　　ガレッジセール
２０：０５　BEGIN
２０：３５　グランドフィナーレ　
　　　　全出演者再登場

２０：４０　打ち上げ花火＆エアバズーカ
２０：４５　エンディングMC
２０：５０　グランドフィナーレ終了

カ　司会進行
ジョン・カビラ
上江洲　愛

キ　内　容
閉会式では、主催者、来賓、海外参加者代
表、次世代代表の挨拶など厳かに進行し、若
者連合会代表による２０１８年若者大会ペルー開
催宣言と、県系３世の比嘉アンドレス氏、伊
佐アンドレス氏、大会実行員会会長の翁長知
事による「世界のウチナーンチュの日」制定
宣言の際には、会場内に盛大な拍手と指笛が
鳴り響き祝福に包まれた。
大会の最後を飾るグランドフィナーレは、
沖縄で人気の若いアーティストや海外出身の
県系人アーティスト、海外でも絶大な人気を
誇る県出身アーティストらによるライブを参
加者全員で楽しみ、５年後の再会を誓い合い、
５日間にわたる大会は幕を閉じた。

ク　あいさつ

第６回　世界のウチナーンチュ大会閉会式
○主催者あいさつ
はいさい　ぐすーよー　ちゅーうがなびら
デービッド・イゲ　アメリカ合衆国ハワイ州知事
をはじめ、国の内外から多数の来賓のご参加を得ま
して、第６回世界のウチナーンチュ大会が滞りなく
行われたことを大変うれしく思います。
本大会では「ウチナーの　躍動・感動　世界へ響
け！」をキャッチフレーズに、ウチナーネットワー
クの発展及び継承、沖縄独自のソフトパワーの発信、
若者の海外への飛躍を促すことなどを目的として、
全県的に数多くのイベントが催されました。ご参加
いただいた皆様には、沖縄の、そして世界のウチ
ナーンチュの歴史、文化、芸能を堪能していただけ
たことと思います。
１９９０年に初めて行われた「世界のウチナーンチュ
大会」は、その歩みとともに多くの成果をもたらし
てきました。創設以来、今日まで着実に活動を継続
してきたウチナー民間大使、WUBに加え、前回大
会を機に発足した世界若者ウチナーンチュ連合会は、
５回目となる世界若者ウチナーンチュ大会をここ沖

縄で開催し、盛況のうちにこれを終えました。そし
て今回、２人の県系の若者の発案をきっかけとして、
「世界のウチナーンチュの日」を制定する運びとな
りました。今日という日に、沖縄を愛するすべての
人々が、ウチナーンチュが心を一つにすることを祝
福し、ウチナーンチュであることを誇りに思うこと
を、心から願っております。
遠路はるばるご参加いただいた７０００人もの海外の

ウチナーンチュと、国内県内のウチナーンチュが交
流し、生まれた新しい絆は、私たちの父や母、祖父
や祖母が、そして先人たちが紡いできた絆をさらに
太く、力強くしたことと思います。この絆と、それ
を支える「チムグクル」をお土産としてお持ち帰り
いただき、それぞれの在住国に帰られてからも、な
お一層ご活躍されることを期待申し上げます。
ご臨席の皆様方のご健勝と今後ますますのご活躍

を祈念申し上げるとともに、この大会の成功に向け
ご尽力いただきました関係各位並びに大会運営に当
たりご協力をいただきましたボランティアの皆様方
に、心から感謝を申し上げます。引き続き行われま
す閉会式及びグランドフィナーレをお楽しみいただ
き、この思い出を胸に刻んで、第７回大会にまたお
いでくださることを心よりお待ちしております。あ
りがとうございました。
Thank you very  much ! （サンキュー ヴェリー マッチ）
i Muchas Gracias !（ムチャス　グラスィアス）
Muito Obrigado !（ムイト　オブリガード）
いっぺーにふぇーでーびる。

平成２８年１０月３０日
第６回世界のウチナーンチュ大会実行員会

会長　翁長　雄志

○海外参加者代表あいさつ
はいさい、ぐすーよー、ちゅーうがなびら。
５日間の日程で開催された大会も、私たちにとっ

ては、５分という短い時間で過ぎ、この時間が続い
てほしいという気持ちから、悲しいような、懐かし
いような気持ちで今日の閉会式に参加しています。
ウチナーンチュ大会は、世界中のウチナーンチュ

にとって、とても特別なイベントです。起源を巡り、
世界中の兄弟たちとの再会を意味しており、幼少期、
おじぃやおばぁと過ごした時の気持ちを思い出させ
ます。そして、ウチナーンチュ大会の度に、永遠の
火がよみがえります。
私たちにとっての「神様」は、親、祖父母、そし

て、祖先であり、彼らが残した名声に対し尊敬、感

謝すべきという祖父母の教えを思い出すための時間
でもあります。
私たちは、家族、友人、社会への名誉や名声を守

り、それを維持する義務があります。また、私たち
ウチナーンチュは、仕事や努力、誠実さ、社会、感
謝、そして、勇気においての手本として、世界中で
知られ、高く評価されています。
ウチナーンチュにとって、「命どぅ宝」という言

葉があるように、命こそ宝であるため、長い年月を
経ても、私たちは、がちまやー（食いしん坊）、
まーさむんじょーぐー（おいしいもの好き）であり
続け人生を楽しむことが出来ます。
また、音楽や美しさを賞賛することも好きなので、

今ここに多くのちゅらかーぎー（美人）の方々がお
られます。
それぞれ言葉は違っても、三線を聞いて涙し、太

鼓が魂の奥深くまで響くのを感じ、琉球舞踊の美し
さを楽しみ感動することができます。
また、祭りでエイサーを見て興奮し胸の高鳴りを

感じるのは、私たちのDNAがウチナーンチュであ
るということです。
「いちゃりばちょーでー」、一度会えば皆兄弟とい
う様に、久しぶりあるいは初めて会っても、「おか
えり」という言葉で迎えられると感動します。
沖縄は私たちにとって、「偉大な家」であり、こ

れからもそうであるでしょう。
その家に戻るとき、渡り鳥のように私たちの気持

ちがどこにその家があるかを教えてくれます。
皆さまはおそらく、今日この会場に３万人以上の

人がいると感じているのではないでしょうか。
ウチナーンチュ大会には、私たちの祖父母や祖先

も参加しています。彼らの姿を見ることは出来ませ
んが、きっと喜び感動していることでしょう。
次の大会は５年後ですが、私たちはそれぞれ互い

の国に戻ると、すぐ次回のために準備を始め、沖縄
に戻る度に感じる素晴らしいエネルギー、そして、
世界のウチナーンチュであるという誇りを皆に語る
ことでしょう。
翁長知事をはじめ、県民の皆様のお心遣い、おも

てなし、そして、５日間のイベントを開催して頂き、
感謝しております。
私たちは、子や孫へ沖縄への愛、そして、沖縄に

着く度に感じる、「私たちは、ウチナーンチュ！」
であるということを、必ず彼らに教えましょう。
ぐすーよー　まじゅん　ちばらな　やーさい！！！！
　（皆さん、一緒に頑張りましょう！！！！）
いっぺー　にふぇ　でーびる
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　（ありがとうございます）

ペルー県人会長
屋良　アルトゥーロ

○次世代代表あいさつ
はいたい！ぐすーよーちゅーうがなびら！わん
ねーブラジルからちゃあびたん、松本カリナ・サト
ミやいびーん。ゆたさるぐとぅうにげーさびらー。
次世代代表として選ばれて、大変嬉しく思ってお
ります。
私は地球の反対側にあるブラジルで生まれ育ちま
した。母語はポルトガル語で、生活習慣はブラジル
式です。
しかし、幼い頃から家で美味しいゴーヤーチャン

プルーをよく食べていました。お盆の時、仏壇の前で
うーとーとぅして、心を込めてうやふぁーふじに感
謝します。親しい音は三線のてぃんとぅんてんです。
ブラジル人ですが、自分のルーツは沖縄にありま
す。何十年も前、船に乗って南米へ向かったオジー
とオバーのおかげで、私は世界のウチナーンチュ、
ブラジルウチナーンチュです。
自分のルーツを探る為に、留学生として沖縄へ２
回参りました。
そして今回が３回目で、毎回暖かく歓迎されて、
故郷に帰ったと感じます。感謝の気持ちがいっぱい
です。
留学の経験を通じて、アイデンティティーの葛藤
から解放され、私が２つの国のアイデンティティー
を持っているだけではなく、沖縄とブラジルの両地
域に責任を持っていると気付きました。
これからも、全力で母国のブラジルと愛しい沖縄
の架け橋になりたいです。
時代の流れを見ると、ブラジルも沖縄も、いくつ
かの問題を抱えてきました。その歴史と現在の状況
について深く考える必要があると思います。若者と
して、世界をよりいい場所にすることが不可欠です。
平和、民主主義、ジェンダー平等、人権のある世界
を目指して、これからも活動していきたいです。
万国津梁の民、世界のウチナーンチュ、団結しま
しょう。
沖縄のために、そしてブラジル、世界のために頑
張っていきましょう。
いっぺーにふぇーでびたん。

次世代代表
松本カリナ・サトミ

○若者宣言
はいたい、ぐすーよー。ちゅううがなびら。
ご紹介いただきました、「第５回世界若者ウチ
ナーンチュ大会」実行委員長の玉元三奈美です。
ちょうど５年前にもこの会場でスピーチをさせて
いただきました。海外の若者と沖縄の若者を繋げた
いと思い、世界のウチナーンチュ大会の若者版「世
界若者ウチナーンチュ大会」を立ち上げて５年がた
ちます。
２０１２年、南米ブラジルで第１回世界若者ウチナー
ンチュ大会を開催。２０１３年北米アメリカ。２０１４年
ヨーロッパドイツ。２０１５年アジア　フィリピン。
そして今年、故郷沖縄で「第５回世界若者ウチ
ナーンチュ大会」を開催しました。大会をつくりあ
げるのはたくさんの苦労がありました。５年間かけ
て世界１０ヵ国以上から多くの若者が参加し、沖縄で
初開催となった今年の大会は、これまで以上に沖縄
県内４１市町村との連携に力を入れ、沖縄県、市町村、
地域の青年会に働きかけ、無事に終えることができ
ました。
これもみなさまのおかげと深く感謝しております。
Facebookで繋がっているかもしれませんが、こ
うして顔と顔を合わせて「おかえり、ただいま」と
言い合えることが何にもかえがたい素晴らしいこと
だと思っています。
沖縄に根づく伝統。世界と沖縄が繋がる感動。若
者が熱く燃え上がり、最後まで歌って踊って笑い合
いました。
ここ沖縄は、みなさんにとって、いつでも帰る場
所です。
次大会開催がペルーに決まりました。
これからも世界若者ウチナーンチュ大会が世界か
ら愛される若者の祭典として、若者が元気と感動を
沖縄、そして世界に届けていきましょう！次につな
げていくことを宣言とし、ご挨拶とさせていただき
ます。
若者のみなさんは、２年後にペルーで会いましょ
う！
沖縄では５年後に会いましょう。

第５回世界若者ウチナーンチュ大会
実行委員長　玉元　三奈美

○来賓祝辞
本日は、第６回世界のウチナーンチュ大会閉会式

にお招きいただき、感謝いたします。
この場にいると、お集りの国内外のウチナーン

チュの皆様の熱気と一体感を強く感じることができ、
改めてウチナーンチュの皆様が持つパワーの大きさ
を実感しております。
また、この度「世界のウチナーンチュの日」が制

定されることを、沖縄振興を担当する大臣としても、
心より嬉しく思います。
「世界のウチナーンチュの日」の制定は、世界中
のウチナーンチュが築き上げたネットワークを継
承・発展させていく絶好の機会であると考えていま
す。今後毎年、県内や海外で１０月３０日にあわせて記
念行事を行うことで、ウチナーンチュの伝統文化の
更なる拡大と次世代への継承が期待されます。沖縄
振興を担当する大臣としても、ウチナーンチュの
ネットワークの継承・発展により、沖縄がより一層
元気になることを期待しております。
私は沖縄振興を担当する大臣として、日頃、どう

すれば広く沖縄の皆様が豊かさを実感できる振興を
行うことができるかについて、考えているところで
す。これまで沖縄が本土に復帰して以降、様々な施

策が講じられてきたことによって、社会資本の整備、
就業者数の増加、有効求人倍率の向上、入域観光客
数の増加など、沖縄の振興は着実に成果を挙げてき
ています。
私は、沖縄は東アジアの中心に位置する地理的特

性や日本一高い出生率といった優位性・潜在力を有
していると考えています。この沖縄の秘めた可能性
を活かし、沖縄が地方創生のモデルとなることを目
指し、沖縄振興に全力で取り組んでまいります。
今後も私が先頭に立って、沖縄振興を総合的・積

極的に推進してまいりたいと思います。広く沖縄の
皆様が豊かさの実感を享受し得るよう、あらゆる知
恵を絞って沖縄の振興策を一歩も二歩も進めてまい
る所存です。是非、世界のウチナーンチュの皆様と
ともに、活力ある沖縄の未来を切り拓いていければ
と思いますので、よろしくお願いいたします。
最後に、今回の「第６回世界のウチナーンチュ大

会」の盛会、そして「世界のウチナーンチュの日」
の制定、誠におめでとうございます。どうもありが
とうございました。

沖縄担当大臣
鶴保　庸介
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６　主催イベント

（１）移民資料展「ウチナーンチュの世
ユー

越
クイティ

の
ヌ

肝
チム

心
ググル

」

ア　会期
　平成２８年１０月２１日（金）〜１２月４日（日）
※  月曜日休館（月曜が祝日の場合は開館、翌平
日休館）

※  開館時間９：００〜１８：００　金・土は２０：００ま
で（入館は閉館の３０分前まで）

イ　会場
沖縄県立博物館・美術館　エントランス、常

設展示室、講堂

ウ　来場者数
１６,２０９名（博物館常設展入場者数。関連催事

を含む）

エ　概要
世代を越えて沖縄の出自を愛する人々に敬意

を払うとともに、共感する心を育むことを目的
として、ハワイ在住の福田経子さんから寄贈の
貴重な焼き物を中心とする「与那嶺・福田コレ
クション」の展示を交え、明治以降の各国にお
ける移民の歴史を概観することができる特別企
画展が行われた。博物館常設展示室での開催と
いうこともあり、多くの来場者に、移民社会に
おけるウチナーンチュの労苦と努力に思いをは
せるまたとない機会を提供した。
また、展示期間中は、エントランスにてロ

ビー展が行われたほか、関連催事として特別文
化講座と移民子弟による芸能公演も開催された。
来場者からは、海外のウチナーンチュコミュニ
ティにおいて、伝統芸能・文化の継承を通じて
ウチナーンチュのチムグクルが豊かに息づいて
いることに驚きと称賛の声が聞かれた。

【ロビー展】
　展示期間：１０月２１日（金）〜１０月３０日（日）
※観覧無料

【関連催事】
移民社会を学ぶ特別文化講座シリーズ公演・

シンポジウム
メインテーマ
「沖縄県系の子孫たちの肝心（ウチナーン

チュヌクヮーマーグヮ　ヌ　チムグクル）」
場所：沖縄県立博物館・美術館　３階講堂

１．「米国社会におけるウチナーンチュコミュ
ニティとアイデンティティの変遷」
日時：１０月２３日（日）　１４：００〜１６：００
講師：新垣誠
　　　（沖縄キリスト教学院大学教授）

２．「海外への三線文化の伝播について」
日時：１１月６日（日）　１４：００〜１６：００
講師：園原謙
　　　（沖縄県立博物館・美術館学芸員）

３．「南米の移民社会におけるウチナーンチュ
の肝心（チム）と絆」
日時：１１月１３日（日）　１４：００〜１６：００
講師：嘉陽妙子（元具志川市編さん室嘱託員）

４．「父の国と母の国を生きる人たち－フィリ
ピンと南洋群島の移民史から－」
日時：１１月２０日（日）　１４：００〜１６：００
講師：新垣安子（新沖縄県史編集委員）

公演・シンポジウム
「移民の子弟に継承される琉球芸能と肝心

（チムグクル）」
日時：１１月２７日（日）　１４：００〜１６：３０
場所：沖縄県立博物館・美術館　３階講堂

第１部　芸能公演（１４：００〜１４：４５）
演目：  かぎやで風、初春、仲里節、鳩間節、日

傘踊り、三線独唱、黒島口説
踊り：  宮城アイノア、儀保ダーシー、玉那覇ロ

ミナ、比嘉フェルナンド、小野エイミー、
金城小百合、宮城エリーザ美幸

地謡：  長嶺ルーシー、大城ブルーナ・マリコ、
神谷ジョセフ、ゲスリング・マイヤ、中
津サーラ明美、棚原健太、新垣勝裕、石
嶺愛莉、上原沙千、下地心一郎

第２部　		シンポジウム「ウチナーンチュとして
の肝心」（１５：００〜１６：３０）

コーディネーター：  園原謙（沖縄県立博物館・
美術館学芸員）

パネリスト：  儀保ダーシー（米国・ハワイ）、
金城小百合（米国・ロス）、宮城

「世界のウチナーンチュの日」の制定について

　100年以上前、移民の父と呼ばれる「當山久三」の「いざゆかん、我らの家は五大州 」の言

葉に象徴されるように、先人達は異国の地で成功する希望を胸に、強い意志と万国津梁の精

神で海外に雄飛し、幾多の苦難を乗り越え、それぞれの地で生活の基盤を築き経済的安定を

図るとともに、沖縄の文化を大切に守り、子や孫にウチナーンチュとしてのアイデンティ

ティーを継承してきました。

　これまで脈々と築き上げられてきた世界中のウチナーネットワークを継承・発展させ、今

後もますます繁栄していくことを願い、今日、10月30日を「世界のウチナーンチュの日」と

して定めることとなりました。名護市在住の２人の県系３世の発案は、世界のウチナーンチュ

から圧倒的な賛成の支持を得ました。ウチナーンチュの肝心（ちむぐくる）は永遠に引き継が

れ、ウチナーネットワークは発展し、世界のウチナーンチュは繁栄し続けることでしょう。

　それでは、第６回世界のウチナーンチュ大会実行委員会会長であります　翁長　雄志　沖

縄県知事　より制定を宣言して頂きます。

「世界のウチナーンチュの日」宣言
我々は今日、世界のウチナーンチュのみなさんに伝えたい。
我々ウチナーンチュは、持っている。
我々ウチナーンチュは、未来を創造する力を持っている。
我々ウチナーンチュは、未来への希望を持っている。
我々ウチナーンチュは、世界へ飛び立つ勇気を持っている。
我々ウチナーンチュは、互いを許し合う寛容の心を持っている。
我々ウチナーンチュは、互いを助け合う相互扶助の心を持っている。
我々ウチナーンチュは、豊かな伝統文化を持っている。
我々ウチナーンチュは、困難に打ち勝つ不屈の精神を持っている。
我々ウチナーンチュは、先祖への感謝の心を持っている。
我々ウチナーンチュは、家族を愛する心を持っている。
我々ウチナーンチュは、出会った人を愛する心を持っている。
我々ウチナーンチュは、郷土を愛する心を持っている。
我々ウチナーンチュは、平和を愛する心を持っている。
我々ウチナーンチュは、ウチナーンチュであることに誇りを持っている。

ウチナーンチュは一つになる。

５年の時を経て、今日、また、世界中からウチナーンチュが集い、心が一つになった。

ウチナーンチュがウチナーンチュであることを祝おうではないか。

ふたたび世界中からウチナーンチュが集まった今日10月30日を祝い、

「世界のウチナーンチュの日」としようではないか。

今日10月30日を「世界のウチナーンチュの日」とし、

この誇りを我々ウチナーンチュの魂に刻み込もうではないか。

ここに、誇りを持って宣言します。今日は、「世界のウチナーンチュの日」です。

今日は、めでたい「世界のウチナーンチュの日」です。

おめでとう、世界のウチナーンチュ。いっぺーにふぇーでーびる。
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本事業における取組の紹介が行われたほか、
県内外の参加者の交流の場を提供した。

【メニュー】
①　ぶくぶく茶ワークショップ
期間：１０月２７日（木）
定員：２００名

②　琉球人形ワークショップ
（有料　１,０００円）
期間：１０月２７日（木）
定員：各回１０名　合計３０名

③　琉球舞踊ワークショップ
期間：１０月２８日（金）
定員：各回１５名　合計４５名

④　泡盛カクテルワークショップ
期間：１０月２８日（金）・２９日（土）
定員：各回２０名　　合計６０名

⑤　指笛ワークショップ
期間：１０月２８日（金）・２９日（土）・３０日（日）
定員：各回２０名　　合計１００名

⑥　琉装・からじ結いワークショップ
期間：１０月２８日（金）・２９日（土）
定員：随時

⑦　草玩具ワークショップ
期間：１０月２９日（土）・３０日（日）
定員：随時

⑧　三線ワークショップ
期間：１０月２９日（土）・３０日（日）
定員：各回１２名　合計４８名

⑨　三板ワークショップ
期間：１０月２９日（土）・３０日（日）
定員：各回１２名　合計４８名

エリーザ美幸（ブラジル）、比嘉
フェルナンド（アルゼンチン）、
比嘉いずみ（沖縄・沖縄県立芸術
大学准教授）

（２）うまんちゅ大交流祭

①　はいさいステージ
ア　日時
平成２８年１０月２７日（木）〜１０月３０日（日）
２７日（木）　１２：２０〜２１：００
２８日（金）　１１：３０〜２１：００
２９日（土）　１１：３０〜２１：００
３０日（日）　１１：３０〜２１：００

イ　会場
沖縄セルラーパーク那覇　特設ステージ

ウ　概要
沖縄セルラースタジアム那覇に隣接する沖

縄セルラーパーク那覇（屋内運動場）に設け
られたステージ上で、４日間にわたり、民俗
芸能や琉球舞踊、ライブなどが行われた。県
内で活躍するアーティストのほか、世界中か
ら集まった参加者や、それを歓迎する県民に
よるパフォーマンスが絶え間なく展開し、多
くの来場者を楽しませた。
また、開会式及び閉会式が行われている間、

ステージ上の大型モニターに会場の模様を映
し出し、パブリックビューイングを実施した
ところ、多くの観客が詰めかけた。２８日には
ＮＨＫ沖縄放送局によるＴＶ番組の公開生放
送が行われたほか、３０日には連携イベントと
して「おきなわ新喜劇」が上演され、特色豊
かなステージとなった。

②　ワールドバザール
ア　日時
　平成２８年１０月２７日（木）〜１０月３０日（日）
１１：００〜２１：００（２７日のみ１２：００〜２１：００）

イ　会場
沖縄セルラースタジアム那覇周辺広場

ウ　概要
沖縄セルラースタジアム那覇の外周に飲食
テントを配置し、「世界グルメエリア」「沖縄
グルメエリア」として、世界各国の食を満喫
できるスペースを設けた。
また、沖縄セルラーパーク那覇内には、

「はいさいステージ」を取り囲むようにブー
スが配置され、海外・県内の特産品販売を楽
しめるほか、企業・団体のＰＲに触れること
ができる「うまんちゅマーケット」が展開さ
れた。
「はいさいステージ」「カルチャーワーク
ショップ」と連動して、開催期間中、多くの
来場者が訪れ、県民と海外参加者による交流
の起点となった。

③　カルチャーワークショップ
ア　日時
平成２８年１０月２７日（木）〜１０月３０日（日）
２７日（木）　１２：００〜１８：００
２８日（金）　１２：００〜２０：３０
２９日（土）　１２：００〜２１：３０
３０日（日）　１２：００〜１６：３０

イ　会場
沖縄セルラースタジアム那覇周辺広場

ウ　概要
ワールドバザール「世界グルメエリア」に
近接して大型のテントを設置し、三線、琉球
舞踊といった伝統芸能をはじめ、沖縄に由来
する様々な体験ができるワークショップを日
替わりで実施し、ソフトパワー発信の拠点と
なった。回によっては、海外参加者が殺到し、
想定していた定員を大きく上回る講座も見ら
れ、盛況を呈していた。
また、「レッツスタディ！ワールドウチ
ナーンチュ」事業を受託している沖縄ＮＧＯ
センターによる交流・ＰＲブースも併設され、
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（３）ゆんたくさびら世界のウチナーンチュ	
　　（県人会長・ウチナー民間大使会議）

ア　日時
平成２８年１０月２８日（金）　１０：００〜１２：３０

イ　場所
沖縄県市町村自治会館ホール（那覇市旭町）

ウ　参加者
１６５名
海外県人会長：２７名
海外一般参加：１５名
ウチナー民間大使：４１名
国内参加者：５名
県内参加者：７名
留学生：３名
学生ファシリテーター：１６名
ボランティア通訳：１８名
県庁職員：２８名
沖縄県：  与那嶺　隆（第６回世界のウチナー

ンチュ大会事務局次長）
総合司会：當銘大樹（株式会社がちゆん）
（株）がちゆん：国仲瞬、親川友里、平仲稚菜

エ　目的
県人会長・ウチナー民間大使を中心として海

外、国内、県内のウチナーンチュ同士が、「世
界のウチナーンチュの日の取り組み」や大会基
本方針である「ウチナーネットワークの継承・
発展」、「沖縄のソフトパワー発信」をテーマに
意見を交わし、課題解決に向けたアイデアやヒ
ントを共有し、今後の様々な取り組みにつなげ
ていく。
また、地位、年齢、性別などにとらわれない

個人同士での交流を行うことで、より幅広くウ
チナーンチュ同士の絆を深め、ネットワークの
発展・拡大につなげる。

オ　目標
⑴　各県人会が抱えるウチナーネットワークの
継承発展に関する課題の抽出とその解決策を
見つける

⑵　ウチナーネットワークの理想状態までのシ
ナリオを描く

⑶　「世界のウチナーンチュの日」にどのよう
な活動をするかを考える

⑷　会議終了後、参加者の行動宣言と沖縄県へ
の要望を明確に提示する

カ　会議次第
１　開　　会
２　主催者あいさつ
　　（沖縄県副知事　安慶田光男）
３　来賓あいさつ（駐日アメリカ合衆国大使　
　　　　　　　　　キャロライン・ケネディ）
３　議案提案　「世界のウチナーンチュの日」
　　　　　　　　制定について
４　ゆんたく（ラウンドテーブル）
　　テーマ　１「  世界のウチナーンチュの日に

行うこと」
　　　　　　２「  ウチナーネットワークの継

承・発展に資すること」
　　　　　　※  「沖縄のソフトパワー発信」を

１、２に含む。
５　議案承認
６　県人会（代表者）への記念品贈呈
　　（唄方プロジェクト制作 ＣＤ−ＢＯＸ）
　　贈呈者　唄方プロジェクト　宮沢和史氏
７　行動宣言発表
８　閉　　会

キ　内容
始めに安慶田副知事、ケネディー大使からあ

いさつがなされ、また、「世界のウチナーン
チュの日」制定について、発案者である比嘉ア
ンドレス氏、伊佐アンドレス氏からスピーチが
なされ、参加者の意識が高められた。
会議は従来の限られた代表者のみの討論から

形式を変え、海外、国内、県内からの参加者
１６０人を１グループ１０人程度として１６のグルー
プに分け、円卓毎に議論が行われた。各テーブ
ルには海外、国内、県内参加者が偏らないよう
配置され、進行役１名、ボランティア通訳１名
が配置されて円滑に進行された。
各テーブルにおいては、互いに自己紹介を行

い議論が開始された。参加者同士初対面にもか
かわらず、自分の地域の持つ課題や取り組みが
熱く語られ、設定された２つのテーマについて、
白熱した議論が交わされた。
各テーブルには５年後の第７回大会までの道

のりの図を書き込んだ模造紙があらかじめ用意
され、出された意見を書いた付箋紙を貼り付け
ることで情報共有が簡単になされ、議論がより



78 79

活発になった。議論終了後は、お互いのテーブ
ルを回って全体の情報共有もなされた。
その後、「世界のウチナーンチュの日」制定

の議案が諮られ、参加者全体から拍手によって

承認された。
最後に、全体の意見をまとめた行動宣言文を
ブラジル在住新認証ウチナー民間大使　仲地ア
ウロラ恭子氏が読み上げ、終了した。

出された意見の抜粋（次の２つの《　》の中の文章の○○の部分）
１《私たちは世界のウチナーンチュの日に○○します。》

●イベントの企画や情報発信

自国の県系人に沖縄の情報を発信する
各県人会ごとに集まって世界同時生中継をする
芸能祭を各地で開く
各地でイベント（カチャーシー）を開催する
ウチナーンチュの日に何かしらのサービス
あいさつを「ハイサイ／ハイタイ」にする
ウチナー芝居の大会
毎年、それぞれの国地域単位でウチナーンチュ大会開催
インターネットを使って、若い人へのプロモーション
沖縄の伝統文化の魅力を発信します
ウチナーンチュの祭典、スポーツ大会の開催

●他地域の人との交流

若い世代が県人会と触れる機会を作る
沖縄と海外県人会が交通やSkypeで交流する
若い世代と親世代で集まる
ピクニック、パーティー、各県人会でテーマを決めて集まる、互いにビデオレターを送り合う

●沖縄県との協働、要望

各県人会に講演会をする（沖縄県から講師を派遣する）

●その他、新しいアイデア

share knowledge / information about Okinawa（県人会内で知識と情報の共有）
まずは１０/３０が世界のウチナーンチュの日だと伝えていく
移民のストーリーについて勉強する

２《私たちはウチナーネットワーク継承・発展のために○○します。》

●イベントの企画や情報発信

エイサーや踊りを通じて若者参加の環境を整える
県人会と県人会、沖縄との繋がりのために情報公開共有発信をします
ウチナーグチ講座を県外の人へ行う
海外の文化をもっと沖縄県にアピールして繋がる
ウェブを使って文化をもっと発信していく
自分たちが持っているスキルを教えるワークショップの開催

●他地域の人との交流

connect / link with young people（若者と連携していく）
まずアメリカの県人会で集まって話し合い、一定の方向性を決める（ in ２０１７）
県人会をもっとオープンにする
経済的に発展して繋がる
各地域・国の日系人のイベントへ参加
情報交換、ノウハウの交換
各県人会を訪れる

●沖縄県との協働、要望

ウチナーンチュ大会の事務局を継続させること（ペルー）
県系人以外の人も県費留学できるようにする（ペルー）
助成金の仕組みを知る
資金作り、資金の確保をする
ウチナーンチュ大会のＨＰから各県人会のサイトに行けるようにする
県人会全体に情報が行き届くシステム作り
沖縄県でネットワーク文化の構築を提案する
全ての県人会のサイトを作る

●その他、新しいアイデア

（文化や伝統を学ぶ）テキスト作りの情報提供
ペルーでは２，３世が４，５世にウチナーアイデンティティを話す
移民の歴史を収集する
子どもたちに世界のウチナーンチュの存在を伝える
沖縄の伝統文化／精神への理解を深める


